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事業場 中災防（委員会） 促進員



表  モデル事業場一覧  

ページ 記号 業種・事業内容 
労働者 
概数 

19 Ａ 製造業 1,300 

37 Ｂ 製造業（化学工業・プラスチック製品） 80 

47 Ｃ 製造業（非鉄金属） 1,100 

57 Ｄ 製造業（電子・通信機器） 140 

67 Ｅ 製造業（輸送機械製造） 240 

77 Ｆ 製造業（その他製造） 20 

83 Ｇ 建設業（その他の建設） 15 

89 Ｈ 運輸交通業（鉄道） 90 

95 Ｉ 運輸交通業（その他の運輸交通） 30 

105 Ｊ 商業（各種商品企画卸） 40 

115 Ｋ 商業（各種商品小売） 90 

131 Ｌ 商業（各種商品小売） 400 

147 Ｍ 商業（各種商品小売） 170 

159 Ｎ 保健衛生業（医療保健業・病院） 420 

173 Ｏ 商業（情報関連商品販売） 170 

187 Ｐ 建設業（本社の一部門） 40 

195 Ｑ その他の事業（装置保守保全管理） 120 







 

事 業 内 容  製造業 

労働者概数  １，３００人 

調 査 者 数  １，２１０人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

A事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.6 3.5 3.0 2.4 3.0 2.6 2.7 2.8
2.6 3.5 3.0 2.5 3.0 2.4 2.9 2.9
0.0 -0.1 0.0 -0.1 0.0 0.2 -0.2 0.0

全部署　　950名全部署　　259名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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～
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～
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～
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○
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○

□

2.
6
△

0.
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.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
5
△

2.
8
○
-
-0
.4
□

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

2.
9
○
-

3.
0
○

-0
.1
◎

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

2.
7
△

2.
9
○
-
-0
.2
□

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
2
▲

2.
5
△

-0
.3
□

Ｅ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
2
▲

2.
2
△

0.
0
◎

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
3
▲

2.
3
△

0.
0
◎

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
2
▲

2.
6
○
-
-0
.4
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
3
▲

2.
3
△

0.
0
◎

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

1.
8
▲

1.
7
▲

0.
1
◎

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

2.
9
○
-

2.
9
○
-

0.
0
◎

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
3
○

3.
1
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
8
△

2.
4
△

0.
4
○

Ｅ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
7
△

2.
6
○
-

0.
1
○
+

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
2.
8
○
-

2.
8
○
-

0.
0
◎

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
0
▲

2.
0
△

0.
0
◎

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
3
▲

2.
2
△

0.
0
◎

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

1.
9
▲

1.
7
▲

0.
1
○
+

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
4
○

3.
3
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

3.
1
○
-

2.
8
○
-

0.
3
○

Ｂ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

1.
8
▲

2.
3
△

-0
.4
□

Ｅ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
1
▲

2.
5
△

-0
.4
□

Ｅ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

2.
2
▲

2.
7
○
-
-0
.5
□
-

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
2
▲

2.
4
△

-0
.2
□

Ｅ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
2
○
-

3.
4
○
+
-0
.2
□

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

部
署
①
　
　
40
名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
-0
.4
□

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

2.
5
△

0.
1

2.
7
△

0.
1

2.
2
△
-0
.1

2.
9
○
-
2.
8
○
-

◎

2.
8
○
-

0.
3
○
+

0.
1
◎

-0
.1
□

3.
4
○

3.
3
○
+

2.
5
△

2.
2
△

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
1
▲

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
4
△

2.
3
▲

2.
6

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

A事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.6 3.5 3.4 2.5 3.0 3.0 3.1 3.0
2.7 3.7 3.4 2.6 3.0 2.9 3.4 3.1
-0.1 -0.1 0.0 -0.2 0.0 0.1 -0.3 -0.1差

部署⑧　45名部署⑧　28名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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従業員



A
事
業
場

部
署
⑧
　
45
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
5
△

2.
6
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
1
▲

2.
4
△

-0
.3
□

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.2
□

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
9
○
-

2.
7
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
○
+

Ｂ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
4
○
+

3.
7
◎

-0
.3
□

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
くれ
る

3.
6
○
+

3.
8
◎

-0
.2
□

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
7
○
+

3.
8
◎

-0
.1
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
1
◎

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
5
○
+

3.
7
◎

-0
.2
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱｲ
ﾃ
ｱ゙で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
4
○

3.
2
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
4
○

3.
4
○
+

0.
0
◎

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
4
○
+

3.
5
○
+

0.
0
◎

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
□

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
5
△

2.
4
△

0.
0
◎

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
7
△

3.
0
○

-0
.3
□

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
7
△

3.
0
○

-0
.4
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.1
□

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

1.
9
▲

1.
9
▲

0.
0
◎

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
□

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
8
○
-

2.
6
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
9
○
-

2.
9
○
-

0.
0
◎

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
3
○

3.
5
◎

-0
.3
□

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
3
▲

2.
3
△

-0
.1
◎

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
2
○

2.
9
○
-

0.
3
○

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
6
△

2.
5
△

0.
2
○
+

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
くれ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
6
○
+

3.
5
◎

0.
0
◎

Ａ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
6
△

3.
0
○

-0
.4
□

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
2
○

3.
4
○
+
-0
.2
□

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
6
○
+

4.
3
◎
+
-0
.7
□
-

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

部
署
⑧
　
28
名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.3
□

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

3.
0
○
-

0.
0

3.
4
○

0.
1

2.
6
○
-
-0
.2

3.
0
○
-
3.
0
○

□

3.
4
○
+

-0
.1
◎

-0
.1
□

0.
0
◎

3.
5
○
+
3.
7
◎

2.
6
△
2.
7
○
-

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
5
△

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
9
○
-

3.
1
○
-
3.
4

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満























 



 

事 業 内 容  製造業（化学工業 プラスチック製品） 

労働者概数  ８０人 

調 査 者 数  ８０人 



 
 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員

B事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.4 3.8 3.0 3.3 3.1 2.7 2.9 3.2
2.9 3.2 2.5 2.8 3.0 2.1 2.8 2.8
0.5 0.6 0.5 0.5 0.2 0.5 0.1 0.4

全部署　　74名全部署　　6名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員



B
事
業
場

全
部
署
　
　
74
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
2
○
-

2.
8
○
-

0.
4
○

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
2
○
-

2.
8
○
-

0.
4
○

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○
+

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
2
○
-

2.
7
○
-

0.
5
△

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

4.
2
◎

3.
0
○

1.
2
▲

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
8
◎

3.
3
○
+

0.
6
△

Ｃ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
7
○
+

3.
0
○

0.
7
△

Ｃ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
3
◎
+

3.
5
◎

0.
8
△

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
7
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く
行
く
よ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
7
○
+

3.
2
○
+

0.
5
△

Ｃ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲ
ﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
5
○
+

2.
7
○
-

0.
8
△

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

2.
6
○
-

0.
8
△

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
5
○
+

2.
8
○
-

0.
7
△

Ｃ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

2.
3
△

0.
7
△

Ｅ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

1.
8
▲

2.
2
△

-0
.3
□

Ｅ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
7
○
+

2.
7
○
-

1.
0
△

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
3
○

2.
7
○
-

0.
6
△

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
2
○
-

2.
8
○
-

0.
4
○

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
2
○
-

2.
8
○
-

0.
4
○

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
の
に
役
立
つ

3.
2
○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
3
○

2.
9
○
-

0.
5
○

Ｂ
24

24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
く
で
る

2.
3
△

2.
7
○
-
-0
.4
□

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
3
○

3.
1
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
8
○
-

2.
3
△

0.
6
△

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
2
○
-

2.
5
△

0.
7
△

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
8
○
-

2.
1
△

0.
7
△

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

2.
3
△

1.
7
▲

0.
6
△

Ｅ
30

30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

2.
2
▲

2.
1
△

0.
1
○
+

Ｅ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
7
△

2.
7
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
2
○
-

2.
8
○
-

0.
3
○

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
2
○
-

2.
9
○

0.
3
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
2
▲

2.
4
△

-0
.2
□

Ｅ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く
、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く
、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く
、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く
、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
1
△

2.
9
○
-
2.
8

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
3
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者

従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

△

3.
4
○
+
2.
9
○
-

3.
8
◎

3.
2
○
+

2.
5
△

0.
5
△

0.
6
△

0.
5
△

○
-
3.
0
○

△

2.
7
△

0.
2

3.
0
○
-

0.
5

2.
8
○
-
0.
5

3.
1

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
0.
1
◎

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
両
者
の
意
識
差
も
大
き
い
。
改
善
の

た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
6名

管
理
者

意
識
差

















 

事 業 内 容  製造業（非鉄金属） 

労働者概数  １，１００人 

調 査 者 数  １６８人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

C事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.5 4.0 3.4 3.3 3.4 3.5 3.3 3.5
2.8 3.5 3.1 2.8 2.9 2.9 3.2 3.0
0.6 0.5 0.3 0.4 0.5 0.7 0.1 0.5

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

全部署　　157名全部署　　11名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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C
事
業
場

全
部
署
　
　
15
7名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
3
○

2.
7
○
-

0.
6
△

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
2
○
-

2.
6
○
-

0.
6
△

Ｃ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
6
○
+

2.
9
○

0.
7
△

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
4
○

2.
9
○
-

0.
5
△

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
9
◎

3.
1
○
+

0.
8
△

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
8
◎

3.
5
◎

0.
3
○

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
くれ
る

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
3
◎

3.
6
◎

0.
7
△

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
2
◎

3.
4
○
+

0.
8
△

Ｃ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
3
○

Ｂ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
6
○
+

3.
1
○
+

0.
5
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
6
○
+

3.
1
○
+

0.
5
△

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
6
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
9
○
-

2.
8
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
5
○
+

2.
9
○

0.
6
△

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
5
○
+

2.
9
○
-

0.
6
△

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
2
○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
3
○

2.
9
○
-

0.
4
○

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
9
○
-

2.
5
△

0.
4
○

Ｄ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
6
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
4
○

3.
1
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
5
○
+

2.
8
○
-

0.
7
△

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
9
○
-

2.
3
△

0.
6
△

Ｅ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
5
○
+

3.
1
○
+

0.
4
○

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
5
○
+

2.
8
○
-

0.
8
△

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
4
○

2.
8
○
-

0.
5
△

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
6
○
+

3.
1
○

0.
6
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
5
○
+

2.
8
○
-

0.
8
△

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

3.
6
○
+

3.
0
○

0.
6
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
9
○
-

3.
0
○

-0
.1
□

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
2
○
-

3.
2
○
+

0.
0
◎

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
5
○
+

3.
0
○

0.
6
△

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
5
○
+

3.
6
◎

-0
.1
◎

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
11
名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
0.
1
○
+

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

3.
4
○
+

0.
7

2.
8
○
-
0.
4

△

3.
4
○

2.
9
○

3.
5
○
+

0.
5

○

3.
1
○

0.
6
△

0.
5
△

0.
3
○

4.
0
◎

3.
5
○
+

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
5
○
+
2.
8
○
-

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
3
○

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
9
○
-

3.
3
○

3.
2

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満



 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ）

C事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.5 4.2 3.6 3.3 3.4 3.6 3.4 3.6
3.3 3.8 3.5 3.1 3.2 3.3 3.3 3.4
0.2 0.3 0.1 0.2 0.2 0.3 0.1 0.2

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差
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署
①
　
44
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
◎

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○
+

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
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図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ）
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る
3.
5
○
+

2.
6
○
-

0.
9
△

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

3.
8
○
+

2.
8
○
-

0.
9
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
0
○
-

3.
1
○

-0
.1
◎

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

3.
1
○

-0
.1
◎

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
3
○

3.
1
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
3
○

2.
8
○
-

0.
5
○

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
8
○
+

3.
8
◎

0.
0
◎

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

部
署
②
　
4名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
0.
1
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

3.
1
○
-

0.
7

2.
7
○
-
0.
6

△

3.
3
○

2.
8
○
-

3.
5
○
+

0.
5

△

2.
9
○

0.
8
△

0.
4
○

0.
2
○
+

3.
7
○
+
3.
3
○
+

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
5
○
+
2.
6
○
-

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

△

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
3
○

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
7
○
-

3.
3
○

3.
2

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満









事 業 内 容  製造業（電子・通信機器） 

労働者概数  １４０人 

調 査 者 数  ４９人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

 

D事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.5 3.6 3.5 2.4 3.2 1.7 2.0 2.7
2.1 3.3 3.4 2.5 2.8 2.0 2.8 2.7
0.4 0.3 0.1 -0.1 0.4 -0.3 -0.7 0.0

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

全部署　　35名全部署　　14名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



D
事
業
場

全
部
署
　
　
35
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
1
▲

1.
9
▲

0.
1
○
+

Ｅ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
3
▲

2.
0
△

0.
3
○
+

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
5
△

2.
1
△

0.
4
○

Ｅ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
1
▲

2.
2
△

-0
.1
◎

Ｅ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
4
○

2.
2
△

1.
1
▲

Ｅ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
6
○
+

3.
0
○

0.
6
△

Ｃ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
くれ
る

3.
7
○
+

3.
0
○

0.
7
△

Ｃ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
8
○
+

3.
8
◎

0.
0
◎

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
5
○
+

3.
5
○
+

0.
0
◎

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
6
○
+

3.
2
○
+

0.
3
○

Ｂ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
4
○
+

3.
6
◎

-0
.2
□

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
8
○
+

3.
5
◎

0.
2
○
+

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
9
◎

3.
4
○
+

0.
5
○

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
5
△

2.
9
○

-0
.4
□

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
0
▲

2.
5
○
-
-0
.5
□

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
1
▲

2.
8
○
-
-0
.8
□
-

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
5
△

2.
9
○
-
-0
.4
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
9
○
-

2.
3
△

0.
6
△

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
7
△

2.
2
△

0.
5
△

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
1
○
-

2.
9
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
4
○

3.
0
○

0.
4
○

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
2
○

2.
5
○
-

0.
7
△

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
4
○
+

2.
9
○
-

0.
6
△

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

1.
3
▲

1.
6
▲

-0
.3
□

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

1.
9
▲

2.
2
△

-0
.4
□

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
3
▲

3.
0
○

-0
.7
□
-

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
1.
4
▲

1.
3
▲

0.
1
◎

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

1.
9
▲

2.
0
△

-0
.1
□

Ｅ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

1.
9
▲

2.
6
○
-
-0
.7
□
-

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
3
▲

2.
4
△

-0
.1
◎

Ｅ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

2.
1
▲

2.
6
○
-
-0
.5
□

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

1.
9
▲

2.
9
○

-1
.1
◇

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

2.
0
▲

3.
3
○
+
-1
.3
◇

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
14
名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
-0
.7
□
-

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

お
り
、
管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
改

善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

3.
5
○
+

-0
.3

2.
5
○
-
-0
.1

□

3.
2
○

2.
8
○
-

1.
7
▲

0.
4

□

3.
4
○
+

0.
4
○

0.
3
○

0.
1
◎

3.
6
○
+
3.
3
○
+

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

2.
5
△

2.
1
△

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
4
△

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
0
△

2.
0
▲

2.
8

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満
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労働者概数  ２４０人 
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図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

E事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.3 3.8 3.4 3.2 3.3 3.8 3.1 3.4
3.1 3.6 3.1 2.8 3.2 3.5 3.3 3.2
0.2 0.1 0.3 0.3 0.0 0.3 -0.2 0.2

管理者（事業所）
従業員
差

全部署　　203名全部署　　28名

平
均
値
と
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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従業員



E事
業
場

全
部
署
　
　
20
3名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
◎

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
1
○
-

2.
9
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
1
○
-

3.
0
○

0.
1
○
+

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
9
◎

3.
2
○
+

0.
7
△

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
8
○
+

3.
7
◎

0.
0
◎

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
くれ
る

3.
6
○
+

3.
6
◎

0.
1
◎

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
1
◎

3.
8
◎

0.
3
○
+

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
7
○
+

3.
5
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
6
○
+

3.
6
◎

0.
0
◎

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
2
○
+

0.
5
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
4
○
+

3.
1
○
+

0.
3
○

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
6
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
5
○
+

3.
1
○

0.
5
○

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
9
○
-

2.
9
○

0.
0
◎

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
3
○

2.
7
○
-

0.
5
△

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
2
○
-

2.
9
○
-

0.
3
○

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
3
○

2.
9
○

0.
3
○

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
1
○
-

2.
8
○
-

0.
3
○

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
◎

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
4
○

3.
3
○
+

0.
1
◎

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
4
○

3.
3
○
+

0.
1
◎

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
1
○
-

3.
0
○

0.
1
◎

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
8
○
-

3.
0
○

-0
.2
□

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
6
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

4.
1
◎

3.
9
◎

0.
2
○
+

Ａ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
3
○

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
9
◎

3.
5
◎

0.
4
○

Ａ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
9
◎

3.
5
○
+

0.
4
○

Ｂ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

3.
6
○
+

3.
2
○
+

0.
4
○

Ｂ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
8
○
-

3.
4
○
+
-0
.6
□
-

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
4
○
+

3.
4
○
+

0.
1
◎

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
2
○
-

3.
1
○

0.
1
○
+

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
2
○

3.
5
○
+
-0
.3
□

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
28
名

管
理
者

意
識
差

○
+
-0
.2
□

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

○

3.
4
○
+

0.
3

2.
8
○
-
0.
3

3.
3
○

3.
2
○
+

3.
8
◎

0.
0

○

3.
1
○
+

0.
2
○
+

0.
1
○
+

0.
3
○
+

3.
8
○
+
3.
6
◎

3.
3
○

3.
1
○

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成

領 域 １

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
2
○
-

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
5
◎

3.
1
○
-
3.
3

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



E事
業
場

40
歳
代
　
39
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○
+

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
1
○
-

2.
7
○
-

0.
4
○

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
3
○

3.
1
○

0.
2
○
+

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
1
○
-

2.
7
○
-

0.
4
○

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
9
◎

2.
9
○
-

1.
0
▲

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
8
○
+

3.
5
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
6
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
1
◎

3.
6
◎

0.
5
○

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
4
○

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
6
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
4
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
6
○
+

3.
3
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
5
○
+

3.
1
○

0.
5
○

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
9
○
-

2.
8
○
-

0.
1
◎

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
3
○

2.
6
○
-

0.
7
△

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
2
○
-

2.
7
○
-

0.
5
○

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
3
○

2.
8
○
-

0.
4
○

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
1
○
-

2.
5
○
-

0.
6
△

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
4
○

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
4
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
1
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
8
○
-

3.
0
○

-0
.2
□

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
6
○
+

3.
3
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

4.
1
◎

3.
8
◎

0.
3
○

Ａ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
7
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
9
◎

3.
2
○
+

0.
6
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
9
◎

3.
2
○
+

0.
7
△

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
3.
6
○
+

3.
1
○

0.
6
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
8
○
-

3.
4
○
+
-0
.5
□
-

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.4
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
2
○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
2
○

3.
4
○
+
-0
.2
□

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
28
名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.2
□

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

3.
8
◎

0.
1

3.
4
○
+

0.
5

2.
7
○
-
0.
5

3.
3
○

3.
2
○
+

○

3.
2
○
+

0.
5
○

0.
3
○

0.
3
○
+

3.
8
○
+
3.
4
○
+

3.
3
○

2.
9
○
-

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

△

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
2
○
-

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
3
○
+

3.
1
○
-
3.
3

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満













 

 

事 業 内 容  製造業（その他製造） 

労働者概数  ２０人 

調 査 者 数  １７人 

 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

F事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.2 4.4 3.4 4.2 3.9 3.1 4.0 3.7
3.5 4.0 3.7 4.2 3.6 3.0 4.1 3.7
-0.3 0.4 -0.3 0.0 0.3 0.1 -0.1 0.0

全部署　　14名全部署　　3名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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5.0
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管理者
（事業所）

従業員



F事
業
場

全
部
署
　
　
14
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
3
○

3.
6
◎

-0
.2
□

Ａ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
7
△

3.
2
○
+
-0
.5
□
-

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
6
◎

-0
.6
□
-

Ａ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

4.
0
◎

4.
2
◎
+
-0
.2
□

Ａ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
3
◎
+

4.
3
◎
+

0.
0
◎

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
3
◎
+

3.
8
◎

0.
5
△

Ｃ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
3
◎
+

4.
1
◎
+

0.
2
○
+

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
7
◎
+

3.
9
◎

0.
8
△

Ｃ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
3
◎
+

4.
1
◎
+

0.
2
○
+

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
6
◎

-0
.3
□

Ａ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
5
◎

-0
.2
□

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
7
○
+

3.
9
◎

-0
.3
□

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

3.
9
◎

-0
.9
□
-

Ａ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

4.
0
◎

4.
4
◎
+
-0
.4
□

Ａ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

4.
3
◎
+

4.
2
◎
+

0.
1
○
+

Ａ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

4.
3
◎
+

4.
1
◎
+

0.
2
○
+

Ａ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
○
+

Ａ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

4.
3
◎
+

4.
4
◎
+

0.
0
◎

Ａ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
7
○
+

4.
0
◎
+
-0
.3
□

Ａ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
7
○
+

3.
7
◎

0.
0
◎

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
7
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

4.
0
◎

3.
0
○

1.
0
▲

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
3
◎
+

3.
9
◎

0.
4
○

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
3
○

3.
4
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
7
○
+

3.
6
◎

0.
1
◎

Ａ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
7
○
+

3.
2
○
+

0.
5
○

Ｂ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
0
▲

1.
8
▲

0.
2
○
+

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
7
△

2.
9
○
-
-0
.2
□

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

4.
3
◎
+

4.
4
◎
+

0.
0
◎

Ａ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
7
○
+

3.
5
◎

0.
2
○
+

Ａ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
7
○
+

4.
0
◎
+
-0
.3
□

Ａ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○
+

Ａ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
3
◎
+

4.
8
◎
+
-0
.5
□

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
0
○

4.
0
◎

4.
1

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
4.
2
◎

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
2
○

3.
5
◎

4.
4
◎
+
4.
0
◎
+

◎

3.
7
◎

-0
.3
□

0.
4
○

-0
.3
□ ◎

3.
9
◎

3.
6
◎

3.
1
○
-

0.
3

3.
4
○
+

0.
1

4.
2
◎
+
0.
0

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

◎
+
-0
.1
◎

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
3名

管
理
者









 

事 業 内 容  建設業（その他の建設） 

労働者概数  １５人 

調 査 者 数  １５人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

G事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

4.2 3.9 3.7 4.1 3.5 3.5 4.2 3.8
3.7 4.2 3.3 4.1 3.5 3.0 3.8 3.7
0.4 -0.3 0.4 -0.1 0.0 0.5 0.4 0.2

全部署　　11名全部署　　4名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5
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5.0
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管理者
（事業所）

従業員



  

G
事
業
場

全
部
署
　
　
11
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

4.
3
◎

3.
9
◎

0.
3
○

Ａ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

4.
3
◎

3.
5
○
+

0.
8
△

Ｃ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

4.
3
◎

3.
5
○
+

0.
8
△

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
8
○
+

3.
6
◎

0.
1
○
+

Ａ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

4.
3
◎

4.
3
◎
+

0.
0
◎

Ａ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
0
◎

4.
8
◎
+
-0
.8
□
-

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

4.
4
◎
+
-0
.4
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
5
○
+

3.
9
◎

-0
.4
□

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
8
○
+

3.
3
○
+

0.
5
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
5
○
+

3.
1
○

0.
4
○

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
5
○
+

2.
9
○

0.
6
△

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

4.
0
◎

4.
3
◎
+
-0
.3
□

Ａ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

4.
3
◎

4.
0
◎
+

0.
3
○
+

Ａ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
3
○

4.
3
◎
+
-1
.0
◇

Ａ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

4.
3
◎

3.
8
◎

0.
4
○

Ａ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

4.
5
◎
+

4.
2
◎
+

0.
3
○

Ａ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
8
○
+

3.
8
◎

-0
.1
◎

Ａ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
8
○
+

3.
8
◎

-0
.1
◎

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
5
○
+

3.
2
○
+

0.
3
○

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
5
△

2.
8
○
-
-0
.3
□

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
◎

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
8
△

2.
5
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
3
○

2.
5
○
-

0.
7
△

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
4.
3
◎

3.
2
○
+

1.
1
▲

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
◎

Ａ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
○

Ａ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
8
○
+

4.
0
◎
+
-0
.3
□

Ａ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

4.
3
◎

3.
4
○
+

0.
9
△

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
8
◎
+

4.
1
◎
+

0.
7
△

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
0
○

4.
2
◎

3.
8

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
4.
1
◎

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

4.
2
◎

3.
7
◎

3.
9
◎

4.
2
◎
+

◎

3.
3
○
+

0.
4
○

-0
.3
□

0.
4
○ △

3.
5
○
+
3.
5
◎

3.
5
○
+

0.
0

3.
7
○
+

0.
5

4.
1
◎
+
-0
.1

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

◎
0.
4
○

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
高
い
。
良
好

な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
、
両
者
の

意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ
て

は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
4名

管
理
者









 

事 業 内 容  運輸交通業（鉄道） 

労働者概数  ９０人 

調 査 者 数  ８９人 



 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

H事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.1 3.4 2.8 2.2 3.0 2.8 2.4 2.8
2.5 3.0 2.7 2.3 3.1 2.5 2.9 2.7
0.6 0.4 0.1 -0.1 -0.1 0.3 -0.5 0.1

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

全部署　　83名全部署　　6名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



H
事
業
場

全
部
署
　
　
83
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
8
○
-

2.
3
△

0.
5
○

Ｄ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
5
△

2.
1
△

0.
4
○

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
3
○

2.
6
○
-

0.
7
△

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
8
◎

2.
7
○
-

1.
1
▲

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
5
○
+

3.
0
○

0.
5
△

Ｃ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
くれ
る

3.
3
○

2.
9
○

0.
4
○

Ｂ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
8
◎

3.
3
○
+

0.
5
○

Ｂ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
2
○

2.
9
○

0.
3
○
+

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○

Ｂ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

2.
8
○
-

2.
7
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
7
△

2.
7
○
-

0.
0
◎

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

2.
8
○
-

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
7
△

2.
6
○
-

0.
1
◎

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
5
△

2.
3
△

0.
2
○
+

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
7
△

2.
3
△

0.
3
○

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
2
▲

2.
4
△

-0
.3
□

Ｅ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
2
▲

2.
6
○
-
-0
.4
□

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

1.
5
▲

1.
9
▲

-0
.4
□

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
8
○
-

2.
9
○
-

0.
0
◎

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
3
○

3.
1
○

0.
2
○
+

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

1.
5
▲

1.
8
▲

-0
.3
□

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
2
▲

2.
3
△

-0
.1
◎

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
2
○
-

2.
5
○
-

0.
6
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
2
○
-

2.
9
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

3.
8
◎

2.
8
○
-

1.
0
▲

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
5
△

3.
1
○

-0
.6
□
-

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
3
△

2.
8
○
-
-0
.5
□

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

2.
2
▲

2.
6
○
-
-0
.4
□

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.2
□

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

2.
5
△

3.
4
○
+
-0
.9
□
-

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
6名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-0
.5
□
-

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

お
り
、
管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
改

善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

2.
8
△

0.
3

2.
3
△
-0
.1

○

3.
0
○
-
3.
1
○

2.
8
△

-0
.1

□

2.
7
○
-

0.
6
△

0.
4
○

0.
1
○
+

3.
4
○
+
3.
0
○

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
1
○
-
2.
5
△

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
2
▲

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
5
△

2.
4
△

2.
9

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満









 

事 業 内 容  運輸交通業（その他の運輸交通） 

 労働者概数   ３０人 

調 査 者 数  ２８人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

I事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.0 3.8 4.2 3.3 3.3 2.2 3.0 3.3
2.9 3.5 3.4 3.0 3.1 2.3 3.5 3.1
0.1 0.4 0.8 0.3 0.2 -0.1 -0.5 0.1

全部署　　23名全部署　　5名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差
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縮
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○
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ﾌ
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Ｃ
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○
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司
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き
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司
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な
い
関
係
に
あ
る

3.
6
○
+

3.
4
○
+
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Ｂ
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司
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事
が
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ま
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くよ
う
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や
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け
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◎
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5
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Ｃ
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の
新
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ｱ
ｲﾃ
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で
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事
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進
め
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れ
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れ
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◎
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○
+
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Ｃ
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仕
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き
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+
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7
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Ｃ
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.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
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め
ら
れ
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0
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○
+

0.
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△

Ｃ
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な
ペ
ー
ス
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仕
事
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3
○
+
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○
+
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○
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Ｂ
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き
に
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っ
た
給
料

3.
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○
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○
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0.
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○

Ｂ
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に
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っ
た
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2
○
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○

0.
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○
+
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の
決
め
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○
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0
○
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経
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ま
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っ
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い
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○
+
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○
+
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○
+

Ｂ
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よ
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を
築
くの
に
役
立
つ

3.
4
○
+

3.
3
○
+
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1
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
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と
を
実
感

3.
6
○
+

3.
5
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
23
23
.仕
事
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世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
8
△

3.
0
○

-0
.2
□

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
0
○
-

2.
5
△

0.
5
△

Ｅ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
8
○
+

3.
3
○
+

0.
5
△

Ｃ
26
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.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
2
▲

2.
1
△

0.
1
◎

Ｅ
27
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.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
4
△

2.
2
△

0.
2
○
+

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
4
○
+

2.
7
○
-

0.
7
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
1.
4
▲

2.
0
▲

-0
.6
□
-

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

1.
8
▲

2.
7
○
-
-0
.9
□
-

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
6
△

3.
6
◎

-1
.0
□
-

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
6
△

3.
2
○
+
-0
.6
□
-

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
2
○

3.
3
○
+
-0
.1
□

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
4
○
+

3.
3
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
2
○

4.
3
◎
+
-1
.1
◇

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
3
△

3.
0
○
-
3.
5

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
3
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者

従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

◎

3.
0
○
-
2.
9
○

3.
8
◎

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
1
◎

0.
4
○

0.
8
△

○
3.
1
○

○
+

2.
2
▲

0.
2

4.
2
◎

-0
.1

3.
0
○

0.
3

3.
3

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

◎
-0
.5
□
-

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
い
る
。
両
者

の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
5名

管
理
者

意
識
差
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図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 
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平均
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平
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と
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+
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Ｃ
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Ｃ
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ﾌ
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Ｃ
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○
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司
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○
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○
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Ｃ
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仕
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+
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25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
8
○
+

3.
4
○
+

0.
3
○

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
5
△

2.
3
△

0.
2
○
+

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
5
○
+

3.
0
○

0.
5
△

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
8
△

3.
1
○

-0
.3
□

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
8
△

1.
9
▲

0.
9
△

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用

3.
8
○
+

2.
8
○
-

1.
0
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
5
△

2.
2
△

0.
3
○

Ｅ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
5
△

2.
4
△

0.
1
◎

Ｅ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
5
○
+

2.
5
○
-

1.
0
△

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

2.
5
△

3.
2
○
+
-0
.7
□
-

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
くな
い
。

Ｅ

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
4名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
0.
2
○
+

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

3.
6
○
+

0.
4

2.
8
○
-
0.
5

○

3.
4
○
+
3.
2
○
+

3.
0
○
-

0.
2

○

3.
2
○
+

0.
5
△

0.
0
◎

0.
4
○

3.
5
○
+
3.
4
○
+

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者

従
業
員

意
識
差

3.
5
○
+
2.
9
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
、
両
者
の

意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ
て

は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成

人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
3
○

領 域 ６

休
暇

福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
6
○
-

2.
8
△

2.
6

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

良
好

大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

















 

事 業 内 容  商業（各種商品小売） 

労働者概数  ９０人 

調 査 者 数  ６６人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

K事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.1 3.6 3.0 3.1 3.2 2.6 3.1 3.1
3.2 3.9 3.2 3.3 3.4 2.7 3.3 3.3
-0.1 -0.3 -0.2 -0.2 -0.2 -0.1 -0.2 -0.2

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

全部署　　53名全部署　　13名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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管理者
（事業所）

従業員



K
事
業
場

全
部
署
　
　
53
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
8
○
-

3.
1
○

-0
.2
□

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
1
○
-

3.
1
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
8
△

3.
2
○
+
-0
.4
□

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
5
○
+

4.
0
◎
+
-0
.6
□
-

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
5
○
+

3.
9
◎

-0
.4
□

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
7
○
+

3.
9
◎

-0
.2
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
7
○
+

3.
8
◎

-0
.1
◎

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
6
○
+

3.
9
◎

-0
.3
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
1
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
2
○

3.
3
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
7
△

3.
3
○
+
-0
.6
□
-

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
9
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
9
○
-

3.
3
○
+
-0
.4
□

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
2
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
7
○
+

3.
6
◎

0.
1
○
+

Ａ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
2
○
-

3.
4
○
+
-0
.3
□

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
2
○
-

3.
5
○
+
-0
.3
□

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
1
○
-

3.
5
○
+
-0
.4
□

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
0
▲

2.
2
△

-0
.2
□

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
2
○
-

2.
8
○
-

0.
3
○

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
2
○
-

2.
9
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
0
▲

2.
6
○
-
-0
.6
□
-

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
5
△

3.
0
○

-0
.5
□

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
8
○
-

3.
4
○
+
-0
.6
□
-

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
1
○
-

3.
3
○
+
-0
.2
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
9
○
-

2.
9
○
-

0.
0
◎

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
5
○
+

3.
8
◎

-0
.3
□

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
13
名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.2
□

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

3.
0
○
-

-0
.1

3.
3
○
+
-0
.2

□

3.
2
○
-
3.
4
○
+

2.
6
△

-0
.2

□

3.
2
○
+

-0
.1
□

-0
.3
□

-0
.2
□

3.
6
○
+
3.
9
◎

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
1
○
-
3.
2
○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

□

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
1
○
-

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
7
○
-

3.
1
○
-
3.
3

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 
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平均
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0.1 -0.4 0.0 0.3 0.1 0.6 0.5 0.2

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

部署①　12名部署①　4名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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K
事
業
場

部
署
①
　
12
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
1
○

-0
.1
◎

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○

Ａ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
5
○
+

4.
4
◎
+
-0
.9
□
-

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
8
○
+

4.
2
◎
+
-0
.4
□

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
8
○
+

4.
3
◎
+
-0
.6
□
-

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

2.
9
○

0.
3
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
8
△

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

2.
8
△

2.
8
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

2.
8
△

2.
8
○
-

0.
0
◎

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
3
▲

2.
4
△

-0
.2
□

Ｅ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
5
○
+

3.
0
○

0.
5
△

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
3
○

2.
8
○
-

0.
4
○

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
◎

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
◎

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
8
○
+

3.
5
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
8
○
+

3.
5
◎

0.
3
○
+

Ａ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
5
○
+

3.
6
◎

-0
.1
◎

Ａ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
5
○
+

3.
5
◎

0.
0
◎

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
0
▲

1.
3
▲

0.
7
△

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
0
○
-

2.
2
△

0.
8
△

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
8
○
+

1.
6
▲

2.
2
▲

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
1.
8
▲

2.
6
○
-
-0
.8
□
-

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
8
○
+

3.
2
○
+

0.
6
△

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
8
○
+

2.
9
○

0.
8
△

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
3
◎

3.
7
◎

0.
6
△

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

部
署
①
　
4名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
0.
5
△

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
両
者
の
意
識
差
も
大
き
い
。
改
善
の

た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
、
両
者
の

意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ
て

は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

2.
8
△

0.
6

3.
1
○
+
0.
3

△

3.
7
○
+
3.
5
◎

2.
7
△

0.
1

○
+

2.
7
○
-

0.
1
○
+

-0
.4
□

0.
0
◎

3.
8
○
+
4.
2
◎
+

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
4
○
+
3.
3
○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
4
○
+

領 域 ６

休
暇
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厚
生

管
理
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業
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と
そ
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記
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領 域 ７
労
働
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荷
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1
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5
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3.
0

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
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～
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2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満
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上
～
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8未
満
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上
～
4.
3未
満
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3以
上
～
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業
員
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0未
満
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上
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5未
満
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5以
上
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満
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上
～
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1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満
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上
～

良
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き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
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3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
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未
満
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キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
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つながり
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平均
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Ｃ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
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Ｃ
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○
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○
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○
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Ｂ
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仕
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○
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Ｂ
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○
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Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
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Ｂ
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。
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。
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。
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。
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○
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。
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う
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○
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。
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う
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。
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。
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。
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及
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○
+

-0
.1
◎

3.
5
○
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○
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満
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問
題
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○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
7
○
+

3.
4
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
3
○

2.
8
○
-

0.
5
△

Ｃ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
2
○
-

3.
6
◎

-0
.4
□

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
1
○
-

2.
8
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
2
○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
1
○
-

3.
4
○
+
-0
.3
□

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
0
▲

2.
4
△

-0
.4
□

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
2
○
-

2.
6
○
-

0.
6
△

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
2
○
-

3.
4
○
+
-0
.2
□

Ｂ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
0
▲

2.
2
△

-0
.2
□

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
5
△

2.
6
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
8
○
-

3.
6
◎

-0
.8
□
-

Ａ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
9
○
-

2.
4
△

0.
5
△

Ｅ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
5
○
+

4.
0
◎
+
-0
.5
□

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
13
名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.1
□

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

3.
0
○
-

-0
.1

3.
0
○

0.
1

◎

3.
2
○
-
3.
1
○
+

2.
6
△

0.
0

○
+

2.
3
△

0.
1
○
+

-0
.1
◎

0.
7
△

3.
6
○
+
3.
7
◎

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
1
○
-
3.
0
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
1
○
-

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
6
○
-

3.
1
○
-
3.
3

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

















 

 

事 業 内 容  商業（各種商品小売） 

労働者概数  ４００人 

調 査 者 数  ３５９人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

L事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.8 3.8 3.1 2.7 3.3 2.5 3.3 3.1
2.7 3.9 3.3 2.6 3.1 2.3 3.2 3.0
0.2 0.0 -0.2 0.2 0.2 0.3 0.1 0.1

全部署　　320名全部署　　24名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



L事
業
場

全
部
署
　
　
32
0名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
6
△

2.
6
○
-

0.
0
◎

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
7
△

2.
4
△

0.
3
○
+

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
8
△

2.
7
○
-

0.
0
◎

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
6
△

2.
7
○
-
-0
.1
□

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
5
○
+

2.
9
○
-

0.
7
△

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
9
◎

3.
9
◎

0.
0
◎

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
7
○
+

3.
7
◎

0.
0
◎

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

4.
1
◎
+

0.
0
◎

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
8
○
+

3.
8
◎

-0
.1
◎

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
8
○
+

3.
8
◎

-0
.1
◎

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
9
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
4
○

3.
6
◎

-0
.2
□

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
6
△

2.
4
△

0.
2
○
+

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
7
△

2.
6
○
-

0.
1
◎

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
5
△

2.
6
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
9
○
-

2.
7
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
4
○
+

3.
0
○

0.
4
○

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
◎

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
8
△

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
5
○
+

3.
1
○
+

0.
4
○

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
3
○

3.
4
○
+

0.
0
◎

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
5
△

2.
4
△

0.
0
◎

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
8
○
-

2.
4
△

0.
4
○

Ｄ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
6
△

2.
2
△

0.
4
○

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
1
▲

1.
9
▲

0.
2
○
+

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
7
△

2.
5
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
9
○
-

2.
9
○

0.
0
◎

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○
+

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
4
○

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
4
○

3.
0
○

0.
3
○

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
5
○
+

3.
8
◎

-0
.3
□

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
3
△

3.
3
○

3.
2

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
7
△

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

2.
8
○
-
2.
7
○
-

3.
8
◎

3.
9
◎

3.
3
○
+

0.
2
○
+

0.
0
◎

-0
.2
□

2.
5
△

0.
2

○
+

3.
1
○
-

0.
3

2.
6
○
-
0.
2

3.
3
○

3.
1
○ ○
+
0.
1
◎

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

○
+

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
24
名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

Ｌ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.6 3.2 2.4 3.6 3.2 2.2 3.8 3.0
1.9 2.3 3.0 2.1 2.7 1.8 2.9 2.4
0.7 0.9 -0.6 1.5 0.5 0.4 0.9 0.6

部署①　23名部署①　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差
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Ｌ
事
業
場

部
署
①
　
23
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
0
▲

2.
0
△

0.
0
◎

Ｅ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
0
▲

1.
8
▲

0.
2
○
+

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
0
○
-

1.
9
▲

1.
1
▲

Ｅ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
0
▲

1.
8
▲

0.
2
○
+

Ｅ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

4.
0
◎

1.
9
▲

2.
1
▲

Ｅ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

2.
6
○
-

1.
4
▲

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
0
○
-

2.
2
△

0.
8
△

Ｅ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
0
○
-

2.
2
△

0.
8
△

Ｅ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
0
▲

2.
9
○

-0
.9
□
-

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

2.
0
▲

3.
0
○

-1
.0
□
-

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
0
▲

3.
0
○

-1
.0
□
-

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
0
○
-

1.
8
▲

1.
2
▲

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

4.
0
◎

2.
1
△

1.
9
▲

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
0
○
-

2.
0
△

1.
0
△

Ｅ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

4.
0
◎

2.
0
△

2.
0
▲

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

4.
0
◎

2.
3
△

1.
7
▲

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

2.
9
○

1.
1
▲

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
2
△

0.
8
△

Ｅ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
0
○
-

2.
5
○
-

0.
5
○

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
0
▲

2.
3
△

-0
.3
□

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

4.
0
◎

1.
9
▲

2.
1
▲

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
0
▲

1.
4
▲

0.
6
△

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
1.
0
▲

1.
7
▲

-0
.7
□
-

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
0
▲

1.
9
▲

0.
1
○
+

Ｅ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

4.
0
◎

2.
7
○
-

1.
3
▲

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

4.
0
◎

2.
5
○
-

1.
5
▲

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

4.
0
◎

2.
8
○
-

1.
2
▲

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
○

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

1.
8
▲

3.
8
○
+
2.
9

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
6
○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
両
者
の
意
識
差
も
大
き
い
。
改
善
の

た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

2.
6
△

1.
9
▲

3.
2
○

2.
3
△

3.
0
○

0.
7
△

0.
9
△

-0
.6
□
-

2.
2
▲

0.
5

▲

2.
4
△

0.
4

2.
1
△

1.
5

3.
2
○

2.
7
○
-

○
-
0.
9
△

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

○

管
理
者

従
業
員

部
署
①
　
1名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

Ｌ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.4 4.0 2.2 2.0 2.2 3.0 3.2 2.7
2.5 4.0 3.1 2.4 2.9 2.2 3.1 2.9
-0.1 0.0 -0.9 -0.4 -0.7 0.8 0.1 -0.1

部署②　19名部署②　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



Ｌ
事
業
場

部
署
②
　
19
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
0
▲

2.
4
△

-0
.4
□

Ｅ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

2.
3
△

0.
7
△

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
0
▲

2.
6
○
-
-0
.6
□
-

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
0
▲

2.
5
○
-
-0
.5
□
-

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
5
△

0.
5
△

Ｅ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
◎

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

4.
4
◎
+
-0
.4
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
0
◎

4.
1
◎
+
-0
.1
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

2.
0
▲

2.
9
○

-0
.9
□
-

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
0
▲

3.
0
○

-1
.0
□
-

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

3.
7
◎

-0
.7
□
-

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

2.
0
▲

2.
8
○
-
-0
.8
□
-

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
0
▲

2.
8
○
-
-0
.8
□
-

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
0
▲

2.
2
△

-0
.2
□

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
0
▲

2.
5
△

-0
.5
□

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
0
▲

2.
4
△

-0
.4
□

Ｅ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
0
▲

2.
5
△

-0
.5
□

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
0
▲

2.
3
△

-0
.3
□

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

2.
0
▲

2.
9
○

-0
.9
□
-

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
0
▲

2.
4
△

-0
.4
□

Ｅ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

2.
0
▲

3.
0
○

-1
.0
□
-

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
2.
0
▲

3.
2
○
+
-1
.2
◇

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
4.
0
◎

1.
7
▲

2.
3
▲

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
0
▲

2.
6
○
-
-0
.6
□
-

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
0
○
-

3.
1
○
+
-0
.1
□

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
2
△

3.
2
○

3.
1

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
0
▲

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

□
-

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

2.
4
△

2.
5
△

4.
0
◎

4.
0
◎
+

3.
1
○

-0
.1
◎

0.
0
◎

-0
.9
□
-

3.
0
○
-

-0
.7

□

2.
2
▲

0.
8

2.
4
△
-0
.4

2.
2
▲

2.
9
○
-

○
0.
1
○
+

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

お
り
、
管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
改

善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

△

管
理
者

従
業
員

部
署
②
　
1名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

Ｌ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.6 4.2 4.0 3.2 4.2 3.6 4.0 3.8
3.3 4.2 3.4 3.2 3.3 2.7 3.3 3.3
0.3 0.0 0.6 0.0 0.9 0.9 0.7 0.5

部署③　14名部署③　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



Ｌ
事
業
場

部
署
③
　
14
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
△

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
1
○
+
-0
.1
□

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
0
◎

4.
3
◎
+
-0
.3
□

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
◎

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

5.
0
◎
+

4.
4
◎
+

0.
6
△

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

4.
1
◎
+
-0
.1
◎

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
0
◎

4.
1
◎
+
-0
.1
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

2.
9
○

1.
1
▲

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
0
○
-

3.
3
○
+
-0
.3
□

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

5.
0
◎
+

3.
2
○
+

1.
8
▲

Ｃ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
△

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

4.
0
◎

3.
1
○
+

0.
9
△

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
○

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

4.
0
◎

2.
5
○
-

1.
5
▲

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
4.
0
◎

2.
5
○
-

1.
5
▲

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
4.
0
◎

2.
9
○
-

1.
1
▲

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

4.
0
◎

3.
0
○

1.
0
▲

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

4.
0
◎

3.
1
○
+

0.
9
△

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

4.
0
◎

3.
1
○

0.
9
△

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○
+

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
7
○
-

4.
0
◎

3.
3

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
2
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

△

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

3.
6
○
+
3.
3
○
+

4.
2
◎

4.
2
◎
+

3.
4
○
+

0.
3
○
+

0.
0
◎

0.
6
△

3.
6
○
+

0.
9

◎

4.
0
◎

0.
9

3.
2
○
+
0.
0

4.
2
◎

3.
3
○
+

○
+
0.
7
△

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

△

管
理
者

従
業
員

部
署
③
　
1名

管
理
者

意
識
差

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

















事 業 内 容  商業（各種商品小売） 

労働者概数  １７０人 

調 査 者 数  １６８人 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

 

 

 

 

 

M事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.9 3.5 3.4 2.6 3.5 2.6 3.1 3.1
2.7 3.9 3.4 2.5 3.1 2.3 3.1 3.0
0.2 -0.4 0.0 0.1 0.4 0.3 0.0 0.1

全部署　　148名全部署　　13名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



  

M
事
業
場

全
部
署
　
　
14
8名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
9
○
-

2.
6
○
-

0.
3
○

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
5
△

2.
4
△

0.
1
○
+

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
1
○
-

2.
8
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
5
△

2.
6
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
3
○

3.
0
○

0.
4
○

Ｂ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
2
○

3.
9
◎

-0
.6
□
-

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
3
○

3.
7
◎

-0
.4
□

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
9
◎

4.
1
◎
+
-0
.2
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
5
○
+

3.
8
◎

-0
.3
□

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
3
○

3.
8
◎

-0
.5
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
2
○
-

3.
1
○
+

0.
0
◎

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
4
○

3.
4
○
+

0.
0
◎

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
5
○
+

3.
7
◎

-0
.1
□

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
2
○

3.
3
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
6
△

2.
4
△

0.
3
○
+

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
6
△

2.
7
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
4
△

2.
7
○
-
-0
.3
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
8
△

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
5
△

2.
1
△

0.
3
○

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
4
○

3.
1
○

0.
3
○

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
5
○
+

3.
2
○
+

0.
3
○

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
8
△

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
8
○
+

3.
1
○

0.
7
△

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
9
◎

3.
3
○
+

0.
6
△

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
7
△

2.
2
△

0.
5
△

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
8
△

2.
5
△

0.
3
○
+

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
5
△

2.
3
△

0.
2
○
+

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
2
▲

1.
8
▲

0.
3
○

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
6
△

2.
5
○
-

0.
1
○
+

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
1
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
2
○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

3.
1
○

-0
.1
◎

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
3
○

3.
9
◎

-0
.6
□
-

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
3
△

3.
1
○
-
3.
1

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
6
△

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

○
+

2.
9
○
-
2.
7
○
-

3.
5
○
+
3.
9
◎

3.
4
○
+

0.
2
○
+

-0
.4
□

0.
0
◎

○
+
3.
1
○

◎

2.
6
△

0.
4

3.
4
○

0.
3

2.
5
△

0.
1

3.
5

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
0.
0
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
13
名

管
理
者

意
識
差



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

М事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.4 3.8 4.0 3.2 4.0 3.0 3.0 3.5
1.9 4.3 3.6 2.2 2.7 1.8 2.9 2.8
1.5 -0.5 0.4 1.0 1.3 1.2 0.1 0.7

部署①　9名部署①　１名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5
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5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



М
事
業
場

部
署
①
　
9名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
0
○
-

1.
4
▲

1.
6
▲

Ｅ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

1.
8
▲

1.
2
▲

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
0
○
-

2.
0
△

1.
0
▲

Ｅ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5.
0
◎
+

2.
3
△

2.
7
▲

Ｅ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
0
○
-

3.
8
◎

-0
.8
□
-

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
0
○
-

3.
7
◎

-0
.7
□
-

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

5.
0
◎
+

4.
9
◎
+

0.
1
○
+

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

5.
0
◎
+

4.
8
◎
+

0.
2
○
+

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
0
○
-

4.
2
◎
+
-1
.2
◇

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
0
○

1.
0
▲

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
○
+

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
8
◎

0.
2
○
+

Ａ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
○
+

Ａ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
0
○
-

1.
9
▲

1.
1
▲

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

4.
0
◎

2.
4
△

1.
6
▲

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

1.
9
▲

1.
1
▲

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

4.
0
◎

2.
7
○
-

1.
3
▲

Ｃ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

3.
0
○

1.
0
▲

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
4
△

0.
6
△

Ｅ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

5.
0
◎
+

2.
2
△

2.
8
▲

Ｅ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
0
▲

1.
6
▲

0.
4
○

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

4.
0
◎

2.
0
△

2.
0
▲

Ｅ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
0
○
-

1.
8
▲

1.
2
▲

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
0
○
-

1.
4
▲

1.
6
▲

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
3.
0
○
-

2.
0
△

1.
0
▲

Ｅ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
0
○
-

2.
4
△

0.
6
△

Ｅ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
0
▲

2.
6
○
-
-0
.6
□
-

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

1.
8
▲

3.
0
○
-
2.
9

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
2
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

▲

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

▲

3.
4
○
+
1.
9
▲

3.
8
○
+
4.
3
◎
+

3.
6
◎

1.
5
▲

-0
.5
□

0.
4
○

◎
2.
7
○
-

▲

3.
0
○
-

1.
3

4.
0
◎

1.
2

2.
2
△

1.
0

4.
0

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
0.
1
○
+

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
か
な
り
大
き
い
。
こ
の
差
の
理

由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

部
署
①
　
１
名

管
理
者

意
識
差



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

М事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.6 3.8 4.8 3.4 4.0 3.4 3.0 3.7
2.2 3.6 2.7 2.3 2.8 2.2 3.1 2.7
1.4 0.2 2.1 1.1 1.2 1.2 -0.1 1.0

部署②　10名部署②　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



М
事
業
場

部
署
②
　
10
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

4.
0
◎

2.
2
△

1.
8
▲

Ｅ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
0
○
-

2.
3
△

0.
7
△

Ｅ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5.
0
◎
+

2.
2
△

2.
8
▲

Ｅ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○
+

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
◎

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

5.
0
◎
+

2.
6
○
-

2.
4
▲

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
0
○

1.
0
▲

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

5.
0
◎
+

2.
7
○
-

2.
3
▲

Ｃ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

5.
0
◎
+

2.
6
○
-

2.
4
▲

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

5.
0
◎
+

2.
8
○
-

2.
2
▲

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

4.
0
◎

2.
1
△

1.
9
▲

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
0
○
-

2.
2
△

0.
8
△

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
0
○
-

2.
4
△

0.
6
△

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

4.
0
◎

1.
9
▲

2.
1
▲

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

4.
0
◎

2.
9
○

1.
1
▲

Ｃ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

2.
7
○
-

1.
3
▲

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
3
△

0.
7
△

Ｅ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
5.
0
◎
+

2.
9
○

2.
1
▲

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
0
○
-

2.
2
△

0.
8
△

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
0
○
-

2.
5
○
-

0.
5
△

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
0
○
-

1.
9
▲

1.
1
▲

Ｅ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
0
○
-

1.
6
▲

1.
4
▲

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
5.
0
◎
+

2.
7
○
-

2.
3
▲

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
0
○
-

3.
9
◎

-0
.9
□
-

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
2
△

3.
0
○
-
3.
1

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
4
○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

▲

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

▲

3.
6
○
+
2.
2
△

3.
8
○
+
3.
6
◎

2.
7
○
-

1.
4
▲

0.
2
○
+

2.
1
▲

◎
2.
8
○
-

▲

3.
4
○
+

1.
2

4.
8
◎
+

1.
2

2.
3
△

1.
1

4.
0

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-0
.1
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
か
な
り
大
き
い
。
こ
の
差
の
理

由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
か
な
り
大
き
い
。
こ
の
差
の
理

由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

部
署
②
　
1名

管
理
者

意
識
差













 
 

事 業 内 容  保健衛生業（医療保健業 病院） 

労働者概数  ４２０人 

調 査 者 数  ２７６人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

N事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.5 3.7 3.4 2.7 3.6 3.8 2.7 3.3
3.3 3.9 3.2 2.6 3.5 3.2 2.7 3.2
0.2 -0.2 0.2 0.1 0.2 0.6 0.0 0.1

全部署　　254名全部署　　22名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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管理者
（事業所）

従業員



  

N
事
業
場

全
部
署
　
　
25
4名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
6
○
+

3.
4
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
6
○
+

3.
3
○
+

0.
3
○

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
8
◎

3.
7
◎

0.
1
○
+

Ａ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
5
○
+

3.
9
◎

-0
.5
□

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
5
○
+

3.
9
◎

-0
.3
□

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

4.
1
◎
+
-0
.1
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
9
◎

3.
9
◎

-0
.1
◎

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
5
○
+

3.
8
◎

-0
.3
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
4
○
+

3.
4
○
+

0.
1
◎

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
1
○
+

Ｂ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
4
○

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
2
○
-

2.
9
○
-

0.
3
○

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
4
△

2.
4
△

0.
0
◎

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
4
△

2.
4
△

0.
0
◎

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
5
△

2.
6
○
-
-0
.1
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
2
○

2.
7
○
-

0.
5
△

Ｃ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
7
○
+

3.
5
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
3
○

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
4
○
+

3.
4
○
+

0.
0
◎

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
6
○
+

3.
6
◎

0.
0
◎

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
0
○
-

2.
4
△

0.
6
△

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
○

Ａ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
7
○
+

3.
2
○
+

0.
5
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
4.
1
◎

3.
5
◎

0.
6
△

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
4.
1
◎

3.
4
○
+

0.
7
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
6
△

2.
6
○
-

0.
0
◎

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.3
□

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
5
△

2.
2
△

0.
2
○
+

Ｅ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
1
○
-

3.
1
○
+

0.
0
◎

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
2
○
+

2.
7
△

2.
7

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
7
△

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
5
○
+
3.
3
○
+

3.
7
○
+
3.
9
◎

○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

-0
.2
□

0.
2
○
+

△

3.
6
○
+
3.
5
○
+

3.
8
○
+

0.
2

3.
4
○
+

0.
6

2.
6
○
-
0.
1

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
0.
0
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ
て
は
対

応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
22
名

管
理
者



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

1.0

1.5

2.0

2.5
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3.5

4.0

4.5

5.0
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管理者
（事業所）

従業員

Ｎ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

4.4 5.0 4.6 3.2 3.4 4.6 4.2 4.2
3.3 4.5 3.5 3.1 3.3 4.2 3.9 3.7
1.1 0.5 1.0 0.1 0.1 0.4 0.3 0.5

部署①　8名部署①　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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Ｎ
事
業
場

部
署
①
　
8名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

4.
0
◎

3.
0
○

1.
0
▲

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
8
△

Ｃ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

5.
0
◎
+

3.
3
○
+

1.
8
▲

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5.
0
◎
+

3.
9
◎

1.
1
▲

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

5.
0
◎
+

4.
4
◎
+

0.
6
△

Ｃ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

5.
0
◎
+

4.
4
◎
+

0.
6
△

Ｃ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

5.
0
◎
+

4.
5
◎
+

0.
5
△

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

5.
0
◎
+

4.
6
◎
+

0.
4
○

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

5.
0
◎
+

4.
5
◎
+

0.
5
△

Ｃ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

5.
0
◎
+

3.
6
◎

1.
4
▲

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
△

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

5.
0
◎
+

3.
6
◎

1.
4
▲

Ｃ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
△

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

5.
0
◎
+

3.
5
◎

1.
5
▲

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

4.
0
◎

2.
6
○
-

1.
4
▲

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
0
○
-

3.
1
○
+
-0
.1
□

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
0
▲

3.
5
◎

-1
.5
◇

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

3.
5
◎

-0
.5
□

Ａ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

4.
0
◎

3.
4
○
+

0.
6
△

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
0
○
-

3.
0
○

0.
0
◎

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
○
+

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

4.
0
◎

2.
8
○
-

1.
3
▲

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

4.
0
◎

4.
5
◎
+
-0
.5
□

Ａ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

5.
0
◎
+

4.
5
◎
+

0.
5
△

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
5.
0
◎
+

4.
8
◎
+

0.
3
○
+

Ａ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
5.
0
◎
+

4.
5
◎
+

0.
5
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

4.
0
◎

3.
8
◎

0.
3
○
+

Ａ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○
+

Ａ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

4.
0
◎

3.
8
◎

0.
3
○
+

Ａ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
○
+

Ａ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

5.
0
◎
+

4.
3
◎
+

0.
8
△

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

4.
2
◎
+

4.
2
◎

3.
9

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
2
○

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

4.
4
◎
+
3.
3
○
+

5.
0
◎
+
4.
5
◎
+

○
+

3.
5
◎

1.
1
▲

0.
5
△

1.
0
▲ ○

3.
4
○
+
3.
3
○
+

4.
6
◎
+

0.
1

4.
6
◎
+

0.
4

3.
1
○

0.
1

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

◎
0.
3
○

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
良
好

な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従
業
員
と
管

理
者
の
意
識
差
の
理
由
に
よ
っ
て
は
、
な
ん
ら
か

の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
良
好

な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従
業
員
と
管

理
者
の
意
識
差
の
理
由
に
よ
っ
て
は
、
な
ん
ら
か

の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

部
署
①
　
1名

管
理
者



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 
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5.0
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管理者
（事業所）

従業員

Ｎ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

4.6 4.0 3.8 3.2 4.0 4.8 2.4 3.8
3.1 3.8 2.9 2.0 3.4 2.7 1.9 2.8
1.5 0.2 0.9 1.2 0.6 2.1 0.5 1.0

部署②　12名部署②　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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管理者（事業所） 従業員



Ｎ
事
業
場

部
署
②
　
12
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

4.
0
◎

2.
3
△

1.
7
▲

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

5.
0
◎
+

3.
4
○
+

1.
6
▲

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

5.
0
◎
+

3.
4
○
+

1.
6
▲

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5.
0
◎
+

3.
3
○
+

1.
8
▲

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
0
○
-

4.
1
◎
+
-1
.1
◇

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
◎

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

5.
0
◎
+

4.
0
◎
+

1.
0
▲

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

2.
8
○
-

1.
3
▲

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
8
△

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

2.
3
△

1.
7
▲

Ｅ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
0
○
-

1.
9
▲

1.
1
▲

Ｅ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
0
○
-

1.
8
▲

1.
3
▲

Ｅ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

4.
0
◎

2.
2
△

1.
8
▲

Ｅ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
0
○
-

2.
3
△

0.
8
△

Ｅ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
1
△

0.
9
△

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

5.
0
◎
+

3.
6
◎

1.
4
▲

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
△

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

4.
0
◎

2.
3
△

1.
8
▲

Ｅ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

5.
0
◎
+

3.
3
○
+

1.
7
▲

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

5.
0
◎
+

2.
6
○
-

2.
4
▲

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
5.
0
◎
+

2.
7
○
-

2.
3
▲

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
5.
0
◎
+

2.
8
○
-

2.
2
▲

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
0
▲

2.
3
△

-0
.3
□

Ｅ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

1.
7
▲

1.
3
▲

Ｅ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

2.
0
△

1.
0
▲

Ｅ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
0
▲

1.
3
▲

0.
8
△

Ｅ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

2.
0
▲

2.
5
○
-
-0
.5
□

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
7
○
-

2.
4
△

1.
9

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
2
○

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

△

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

4.
6
◎
+
3.
1
○
+

4.
0
◎

3.
8
◎

▲

2.
9
○

1.
5
▲

0.
2
○
+

0.
9
△ ▲

4.
0
◎

3.
4
○
+

4.
8
◎
+

0.
6

3.
8
○
+

2.
1

2.
0
△

1.
2

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

▲
0.
5
○

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
、
両
者
の

意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ
て

は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
か
な
り
大
き
い
。
こ
の
差
の
理

由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
く、
同
程
度
に
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

部
署
②
　
1名

管
理
者



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員

N事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.2 2.6 2.8 2.2 3.6 4.8 1.4 2.8
4.1 4.7 4.4 3.3 3.8 4.4 3.2 4.0
-1.9 -2.1 -1.6 -1.1 -0.2 0.4 -1.8 -1.2

部署⑨　8名部署⑨　1名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員



N
事
業
場

部
署
⑨
　
8名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
0
▲

4.
4
◎
+
-2
.4
◇

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
0
▲

3.
5
◎

-1
.5
◇

Ｃ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
0
○
-

4.
3
◎
+
-1
.3
◇

Ａ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
0
▲

3.
9
◎

-1
.9
◇

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

2.
0
▲

4.
6
◎
+
-2
.6
◇

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
0
○
-

4.
9
◎
+
-1
.9
◇

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
0
○
-

4.
9
◎
+
-1
.9
◇

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

2.
0
▲

4.
4
◎
+
-2
.4
◇

Ｃ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

2.
0
▲

4.
6
◎
+
-2
.6
◇

Ｃ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
0
○
-

4.
9
◎
+
-1
.9
◇

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

4.
1
◎
+
-1
.1
◇

Ａ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

4.
5
◎
+
-1
.5
◇

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

4.
4
◎
+
-1
.4
◇

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

4.
6
◎
+
-1
.6
◇

Ａ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
0
▲

4.
3
◎
+
-2
.3
◇

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
0
▲

3.
0
○

-1
.0
□
-

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
0
▲

3.
3
○
+
-1
.3
◇

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
0
▲

3.
1
○
+
-1
.1
◇

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
0
▲

3.
9
◎

-1
.9
◇

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

4.
0
◎
+
-1
.0
□
-

Ａ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

5.
0
◎
+

4.
3
◎
+

0.
8
△

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

3.
1
○
+
-0
.1
□

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
4.
0
◎

4.
9
◎
+
-0
.9
□
-

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

5.
0
◎
+

3.
8
◎

1.
3
▲

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

5.
0
◎
+

4.
9
◎
+

0.
1
○
+

Ａ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

5.
0
◎
+

4.
9
◎
+

0.
1
○
+

Ａ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
5.
0
◎
+

4.
5
◎
+

0.
5
△

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

1.
0
▲

2.
0
△

-1
.0
□
-

Ｅ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

1.
0
▲

3.
3
○
+
-2
.3
◇

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

2.
0
▲

4.
1
◎
+
-2
.1
◇

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

1.
0
▲

2.
9
○
-
-1
.9
◇

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

2.
0
▲

3.
6
◎

-1
.6
◇

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

4.
4
◎
+

1.
4
▲

3.
2

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
2
▲

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

□

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業
員
の
ほ

う
が
管
理
者
よ
り
高
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は

対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

2.
2
▲

4.
1
◎
+

2.
6
△

4.
7
◎
+

◇

4.
4
◎
+

-1
.9
◇

-2
.1
◇

-1
.6
◇ ○

3.
6
○
+
3.
8
◎

4.
8
◎
+

-0
.2

2.
8
△

0.
4

3.
3
○
+
-1
.1

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-1
.8
◇

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業
員
の
ほ

う
が
管
理
者
よ
り
高
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は

対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業
員
の
ほ

う
が
管
理
者
よ
り
高
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は

対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

管
理
者

従
業
員

部
署
⑨
　
1名

管
理
者













 

事 業 内 容  商業（情報関連商品販売） 

労働者概数  １７０人 

調 査 者 数  １５９人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

O事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.4 3.9 3.7 3.3 3.3 3.4 3.0 3.4
2.9 3.7 3.5 3.0 2.9 3.4 3.3 3.2
0.5 0.2 0.1 0.3 0.5 0.0 -0.3 0.2

全部署　　122名全部署　　37名

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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管理者
（事業所）

従業員



O
事
業
場

全
部
署
　
　
12
2名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
3
○

2.
9
○
-

0.
4
○

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
9
○
-

2.
6
○
-

0.
3
○

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○

Ｂ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
5
○
+

3.
1
○

0.
4
○

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
8
◎

3.
0
○

0.
8
△

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
9
◎

3.
7
◎

0.
3
○
+

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
9
◎

3.
7
◎

0.
2
○
+

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
9
◎

0.
1
○
+

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

3.
7
◎

0.
3
○

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
8
○
+

3.
5
◎

0.
3
○
+

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
8
◎

3.
6
◎

0.
3
○
+

Ａ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
5
◎

0.
2
○
+

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
8
◎

3.
6
◎

0.
2
○
+

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
8
○
+

3.
6
◎

0.
2
○
+

Ａ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
2
○
-

3.
4
○
+
-0
.2
□

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
4
○
+

3.
0
○

0.
4
○

Ｂ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
4
○
+

3.
1
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
4
○
+

3.
2
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
8
○
-

2.
5
○
-

0.
3
○

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
3
○

2.
9
○
-

0.
5
○

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
6
○
+

3.
2
○
+

0.
5
○

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
2
○
-

2.
7
○
-

0.
5
○

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
6
○
+

3.
1
○
+

0.
5
○

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
1
○
-

2.
9
○

0.
2
○
+

Ｂ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
4
○

3.
5
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
6
○
+

3.
9
◎

-0
.3
□

Ａ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
◎

Ｂ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
7
△

3.
1
○

-0
.4
□

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
1
○
-

3.
2
○
+
-0
.1
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
3
○

3.
5
◎

-0
.2
□

Ａ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

3.
1
○
+
-0
.2
□

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
0
○
-

3.
7
◎

-0
.7
□
-

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
4
○
+

3.
0
○
-
3.
3

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
3
○

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
4
○

2.
9
○

3.
9
◎

3.
7
◎

○

3.
5
◎

0.
5
○

0.
2
○
+

0.
1
○
+

◎

3.
3
○

2.
9
○
-

3.
4
○

0.
5

3.
7
○
+

0.
0

3.
0
○

0.
3

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.3
□

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
37
名

管
理
者



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

Ｏ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.1 3.6 3.7 2.5 3.3 3.8 3.2 3.3
2.5 3.3 3.5 2.6 2.6 3.4 3.3 3.0
0.6 0.3 0.2 -0.1 0.7 0.4 -0.1 0.3

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

部署⑦　20名部署⑦　3名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



Ｏ
事
業
場

部
署
⑦
　
20
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

3.
0
○
-

2.
5
○
-

0.
5
○

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
3
△

2.
3
△

0.
0
◎

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
3
○

2.
5
○
-

0.
8
△

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
7
○
+

2.
6
○
-

1.
1
▲

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
3
△

0.
8
△

Ｅ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
7
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
3
○

3.
9
◎

-0
.6
□
-

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
7
○
+

3.
0
○

0.
6
△

Ｃ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

4.
0
◎

3.
5
◎

0.
5
○

Ａ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
7
○
+

3.
5
◎

0.
1
○
+

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
7
○
+

3.
5
◎

0.
2
○
+

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
5
◎

-0
.2
□

Ａ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
7
○
+

3.
2
○
+

0.
5
△

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
0
▲

2.
7
○
-
-0
.7
□
-

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
3
△

2.
7
○
-
-0
.3
□

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
7
△

2.
8
○
-
-0
.1
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
7
△

2.
8
○
-
-0
.1
◎

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
7
△

2.
0
△

0.
6
△

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
7
△

2.
4
△

0.
2
○
+

Ｅ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

4.
0
◎

2.
2
△

1.
8
▲

Ｅ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
7
○
+

2.
9
○

0.
8
△

Ｃ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
3
△

3.
3
○
+
-1
.0
□
-

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

4.
0
◎

3.
3
○
+

0.
7
△

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

4.
0
◎

4.
0
◎
+

0.
0
◎

Ａ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
4.
7
◎
+

3.
0
○

1.
6
▲

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
3
○

3.
1
○

0.
2
○
+

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

3.
1
○

-0
.1
◎

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
7
○
+

3.
6
◎

0.
1
◎

Ａ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
7
△

3.
2
○
+
-0
.5
□

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

部
署
⑦
　
3名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.1
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
未
満

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者

の
意
識
差
は
大
き
い
。
こ
の
差
の
理
由
等
に
よ
っ

て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

3.
7
○
+

0.
4

2.
6
○
-
-0
.1

○

3.
3
○

2.
6
○
-

3.
8
○
+

0.
7

□

3.
5
○
+

0.
6
△

0.
3
○
+

0.
2
○
+

3.
6
○
+
3.
3
○
+

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
1
○
-
2.
5
△

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

△

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
管

理
者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識
差
は

大
き
い
。
改
善
の
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
5
△

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
4
○
+

3.
2
○

3.
3

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

Ｏ事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

2.8 3.8 3.0 3.4 3.4 2.8 2.2 3.0
2.9 3.8 3.7 3.1 3.2 3.4 2.9 3.3
-0.1 0.0 -0.7 0.3 0.2 -0.7 -0.8 -0.3

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

部署⑪　24名部署⑪　4名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール
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Ｏ
事
業
場

部
署
⑪
　
24
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
5
△

3.
0
○

-0
.5
□

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
8
△

2.
7
○
-

0.
1
◎

Ｃ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
8
△

3.
0
○

-0
.2
□

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
5
△

3.
1
○

-0
.6
□
-

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
5
○
+

2.
9
○
-

0.
6
△

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
5
○
+

3.
6
◎

-0
.1
□

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
0
◎

3.
8
◎

0.
2
○
+

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
3
◎

4.
0
◎
+

0.
2
○
+

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
0
◎

3.
8
◎

0.
2
○
+

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
3
○

3.
6
◎

-0
.3
□

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
7
◎

-0
.5
□

Ａ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
6
◎

-0
.6
□
-

Ａ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

3.
8
◎

-0
.8
□
-

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
8
◎

-0
.8
□
-

Ａ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

2.
5
△

3.
4
○
+
-0
.9
□
-

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
1
◎

Ｂ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
8
○
+

3.
3
○
+

0.
5
△

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
5
○
+

3.
5
◎

0.
0
◎

Ａ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
5
○
+

3.
0
○

0.
5
△

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
8
△

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
3
○

3.
2
○
+

0.
1
◎

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
5
○
+

3.
5
◎

0.
0
◎

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
8
○
+

3.
3
○
+

0.
4
○

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
3
▲

2.
6
○
-
-0
.4
□

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

3.
0
○
-

3.
5
○
+
-0
.5
□

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
8
△

3.
8
◎

-1
.0
□
-

Ｃ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
0
○
-

3.
9
◎

-0
.9
□
-

Ａ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
8
△

3.
4
○
+
-0
.7
□
-

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
0
▲

2.
1
△

-0
.1
□

Ｅ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

1.
8
▲

2.
8
○
-
-1
.0
□
-

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

2.
5
△

3.
4
○
+
-0
.9
□
-

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.2
□

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

2.
0
▲

3.
7
◎

-1
.7
◇

Ｃ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

部
署
⑪
　
4名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-0
.8
□
-

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
両
者
の
意
識
差
は
小

さ
い
。
良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

3.
0
○
-

-0
.7

3.
1
○
+
0.
3

□
-

3.
4
○
+
3.
2
○
+

2.
8
△

0.
2

○
+

3.
7
◎

-0
.1
□

0.
0
◎

-0
.7
□
-

3.
8
○
+
3.
8
◎

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

2.
8
△

2.
9
○

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
4
○
+

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

3.
4
○
+

2.
2
▲

2.
9

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

















 

事 業 内 容  建設業（本社の一部門） 

労働者概数  ４０人 

調 査 者 数  ３８人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

P事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
休暇・福利
厚生 労働負荷 全領域

平均

3.8 4.2 3.9 3.1 3.6 2.8 3.2 3.5
3.4 3.9 3.4 2.9 3.4 2.8 2.8 3.2
0.4 0.2 0.5 0.2 0.3 -0.1 0.4 0.3

平
均
値
と
差

管理者（事業所）
従業員
差

全部署　　29名全部署　　9名

図表１　快適職場調査（ソフト面）プロフィール

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

管理者（事業所） 従業員

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

管理者
（事業所）

従業員



P
事
業
場

全
部
署
　
　
29
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

4.
0
◎

3.
2
○
+

0.
8
△

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

3.
6
○
+

3.
2
○
+

0.
3
○

Ｂ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

3.
8
○
+

3.
7
◎

0.
1
○
+

Ａ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

3.
6
○
+

3.
1
○
+

0.
4
○

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

3.
9
◎

3.
7
◎

0.
2
○
+

Ａ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

4.
1
◎

4.
1
◎
+

0.
0
◎

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

4.
2
◎

3.
9
◎

0.
4
○

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

4.
3
◎
+

4.
1
◎
+

0.
3
○
+

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

4.
1
◎

4.
0
◎

0.
1
○
+

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

4.
1
◎

3.
7
◎

0.
4
○

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
8
○
+

3.
3
○
+

0.
5
△

Ｃ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
8
○
+

3.
3
○
+

0.
5
○

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

4.
1
◎

3.
5
○
+

0.
6
△

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
8
○
+

3.
1
○
+

0.
6
△

Ｃ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
9
○
-

3.
0
○

-0
.1
◎

Ｂ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

3.
0
○
-

2.
7
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

3.
2
○

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

3.
3
○

2.
9
○

0.
4
○

Ｂ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

3.
0
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
8
○
+

3.
4
○
+

0.
3
○

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

3.
8
○
+

3.
7
◎

0.
1
○
+

Ａ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
3
○

3.
0
○

0.
3
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
3
○

3.
1
○

0.
3
○
+

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
9
◎

3.
6
◎

0.
3
○

Ａ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

2.
8
△

2.
7
○
-

0.
1
◎

Ｃ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
9
○
-

2.
9
○
-

0.
0
◎

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

2.
9
○
-

3.
2
○
+
-0
.3
□

Ｂ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
2
▲

2.
5
○
-
-0
.3
□

Ｃ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
3.
0
○
-

2.
9
○
-

0.
1
○
+

Ｂ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

2.
8
△

2.
6
○
-

0.
2
○
+

Ｃ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
2
○

2.
7
○
-

0.
5
△

Ｃ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
7
○
+

2.
6
○
-

1.
1
▲

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
4
○
+

3.
6
◎

-0
.2
□

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
9名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
-
0.
4
○

　
従
業
員
、
管
理
者
と
も
に
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

お
り
、
両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
良
好
な
快
適

感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
以
上
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
の
値
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て

い
る
。
両
者
の
意
識
差
は
大
き
い
。
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
の
理
由
等
に

よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

3.
9
◎

-0
.1

2.
9
○
-
0.
2

◎

3.
6
○
+
3.
4
○
+

2.
8
△

0.
3

○
+

3.
4
○
+

0.
4
○

0.
2
○
+

0.
5
△

4.
2
◎

3.
9
◎

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

3.
8
○
+
3.
4
○
+

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

○
+

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
3.
1
○
-

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
8
○
-

3.
2
○

2.
8

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満









 



 



 

事 業 内 容  その他の事業（装置保守保全管理） 

労働者概数  １２０人 

調 査 者 数  １０４人 



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 

 

Q事業場 管理者 従業員

0

キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との

つながり
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平均
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均
値
と
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Q
事
業
場

全
部
署
　
　
93
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

2.
8
○
-

2.
6
○
-

0.
3
○
+

Ｂ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

2.
5
△

2.
3
△

0.
2
○
+

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

2.
7
△

2.
6
○
-

0.
1
◎

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
8
○
-

2.
7
○
-

0.
1
◎

Ｂ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

2.
7
△

3.
0
○

-0
.3
□

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

3.
2
○
-

3.
7
◎

-0
.5
□
-

Ａ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
5
○
+

3.
6
◎

-0
.1
□

Ａ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
4
○

3.
8
◎

-0
.5
□

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

3.
3
○

3.
6
◎

-0
.3
□

Ａ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
5
○
+

3.
4
○
+

0.
0
◎

Ｂ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
3
○

3.
3
○
+

0.
0
◎

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

3.
1
○
-

3.
3
○
+
-0
.2
□

Ｂ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

3.
3
○

3.
6
◎

-0
.3
□

Ａ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
2
○
-

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
6
△

2.
6
○
-

0.
0
◎

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
8
○
-

2.
8
○
-

0.
0
◎

Ｂ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
7
△

2.
9
○
-
-0
.2
□

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

2.
4
△

2.
5
○
-
-0
.2
□

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

2.
2
▲

2.
4
△

-0
.2
□

Ｅ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
1
○
-

3.
0
○

0.
1
◎

Ｂ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

2.
9
○
-

3.
0
○

-0
.1
□

Ｂ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

3.
1
○
-

2.
8
○
-

0.
2
○
+

Ｂ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
4
○

3.
1
○
+

0.
2
○
+

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
2
○
-

3.
3
○
+
-0
.2
□

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
3
○

3.
0
○

0.
2
○
+

Ｂ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
9
○
-

3.
1
○

-0
.1
□

Ｂ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
4
○

3.
4
○
+

0.
0
◎

Ｂ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
2.
1
▲

2.
2
△

-0
.1
□

Ｅ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.2
□

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
2
○
-

3.
2
○
+

0.
0
◎

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
8
○
-

3.
2
○
+
-0
.3
□

Ｂ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
2
○
-

3.
4
○
+
-0
.2
□

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

2.
8
○
-

2.
9
○
-
-0
.1
◎

Ｂ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

3.
5
○
+

3.
3
○
+

0.
2
○
+

Ｂ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

管
理
者

従
業
員

全
部
署
　
　
11
名

管
理
者

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
-0
.1
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意

識
差
は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

3.
2
○
-

0.
0

2.
6
○
-
-0
.1

◎

3.
1
○
-
3.
1
○

2.
8
○
-

0.
1

◎

3.
3
○
+

0.
1
◎

-0
.3
□

-0
.1
□

3.
3
○

3.
6
◎

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

2.
7
△

2.
7
○
-

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

◎

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

両
者
の
意
識
差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て

は
な
ん
ら
か
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 １

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成 管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
2.
5
△

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
9
○
-

3.
1
○
-
3.
2

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満



図表２ 各問ごとの値と意識差（グラフ） 
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Q事業場 管理者 従業員
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キャリア形
成・人材育
成

人間関係 仕事の
裁量性 処遇 社会との
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平均
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部署③　10名部署③　2名

平
均
値
と
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Ｑ
事
業
場

部
署
③
　
10
名

結
果

問
設
問
（短
縮
）

評

1
1.
意
欲
を
引
き
出
し
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
教
育

1.
5
▲

2.
7
○
-
-1
.2
◇

Ｃ
2
2.
若
い
う
ち
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
た
人
事
管
理

1.
5
▲

2.
2
△

-0
.7
□
-

Ｅ
3
3.
ｸ
ﾙ゙
ｰ
ﾌ
や゚
個
人
ご
と
に
教
育
・訓
練
の
目
標
が
明
確

1.
5
▲

3.
0
○

-1
.5
◇

Ｃ
4
4.
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
教
育
・訓
練
が
受
け
ら
れ
る

2.
5
△

2.
7
○
-
-0
.2
□

Ｃ
5
5.
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

2.
5
△

3.
0
○

-0
.5
□

Ｃ
6
6.
上
司
は
仕
事
に
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

2.
5
△

3.
6
◎

-1
.1
◇

Ｃ
7
7.
上
司
は
部
下
の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
8
8.
上
司
や
同
僚
と
気
軽
に
話
が
で
き
る

3.
0
○
-

3.
9
◎

-0
.9
□
-

Ａ
9
9.
上
司
と
部
下
が
気
兼
ね
な
い
関
係
に
あ
る

2.
5
△

3.
3
○
+
-0
.8
□
-

Ｃ
10
10
.上
司
は
仕
事
が
う
ま
く行
くよ
う
に
配
慮
や
手
助
け

3.
5
○
+

3.
5
◎

0.
0
◎

Ａ
11
11
.自
分
の
新
し
い
ｱ
ｲﾃ
ｱ゙
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
12
12
.仕
事
の
目
標
を
自
分
で
立
て
自
由
裁
量
で
進
め
ら
れ
る

2.
0
▲

3.
4
○
+
-1
.4
◇

Ｃ
13
13
.自
分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る

2.
5
△

3.
7
◎

-1
.2
◇

Ｃ
14
14
.仕
事
の
計
画
決
定
進
め
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る

2.
5
△

3.
1
○

-0
.6
□
-

Ｃ
15
15
.自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
16
16
.世
間
的
に
見
劣
り
し
な
い
給
料

2.
0
▲

3.
0
○

-1
.0
□
-

Ｃ
17
17
.働
き
に
見
合
っ
た
給
料

2.
0
▲

3.
2
○
+
-1
.2
◇

Ｃ
18
18
.地
位
に
合
っ
た
報
酬

2.
0
▲

3.
1
○

-1
.1
◇

Ｃ
19
19
.給
料
の
決
め
方
は
公
平

1.
5
▲

3.
0
○

-1
.5
◇

Ｃ
20
20
.会
社
の
経
営
は
う
ま
くい
っ
て
い
る

1.
5
▲

2.
5
○
-
-1
.0
□
-

Ｃ
21
21
.仕
事
は
よ
り
よ
い
社
会
を
築
くの
に
役
立
つ

3.
5
○
+

3.
0
○

0.
5
△

Ｃ
22
22
.仕
事
が
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

2.
5
△

2.
8
○
-
-0
.3
□

Ｃ
23
23
.仕
事
は
世
間
か
ら
高
い
評
価

2.
5
△

2.
9
○

-0
.4
□

Ｃ
24
24
.自
分
の
仕
事
に
関
連
す
る
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
くで
る

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
25
25
.職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
26
26
.世
間
よ
り
も
長
い
夏
期
休
暇
や
年
次
休
暇
が
あ
る

3.
0
○
-

2.
9
○

0.
1
◎

Ｂ
27
27
.産
休
育
児
休
暇
介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い

2.
5
△

3.
0
○

-0
.5
□

Ｃ
28
28
.年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰
囲
気
が
あ
る

3.
5
○
+

3.
2
○
+

0.
3
○
+

Ｂ
29
29
.心
身
の
健
康
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
3.
0
○
-

2.
6
○
-

0.
4
○

Ｂ
30
30
.心
身
の
健
康
相
談
に
社
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
気
軽
に
利
用
2.
5
△

2.
8
○
-
-0
.3
□

Ｃ
31
31
.仕
事
は
い
つ
も
時
間
内
に
処
理

3.
0
○
-

3.
4
○
+
-0
.4
□

Ｂ
32
32
.全
体
と
し
て
仕
事
の
量
と
質
は
適
当

2.
5
△

3.
0
○

-0
.5
□

Ｃ
33
33
.残
業
休
日
休
暇
を
含
め
て
い
ま
の
労
働
は
適
当

3.
0
○
-

3.
2
○
+
-0
.2
□

Ｂ
34
34
.翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と
は
な
い

3.
0
○
-

2.
5
○
-

0.
5
△

Ｃ
35
35
.家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

4.
0
◎

3.
6
◎

0.
4
○

Ａ

記
号

説
明

◇
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

▲
標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
低
い
。

□
-
従
業
員
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

Ａ
△

標
準
範
囲
よ
り
低
い
。

□
従
業
員
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｂ
○
-

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
低
い
。

◎
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

Ｃ
○

標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ
る
。

○
+
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。

Ｄ
○
+

標
準
範
囲
内
で
あ
る
が
標
準
値
よ
り
高
い
。

○
管
理
者
の
ほ
う
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

Ｅ
◎

標
準
範
囲
よ
り
高
い
。

△
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
大
き
い
。

◎
+

標
準
範
囲
よ
り
か
な
り
高
い
。

▲
管
理
者
の
ほ
う
が
高
く、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

4.
0以
上
～

良
好
大
き
な
問
題
な
し

要
注
意
（場
合
に
よ
っ
て
）

問
題
あ
り

か
な
り
問
題
あ
り

1.
0以
上
～
 

0.
3以
上
～
 0
.5
未
満

0.
5以
上
～
 1
.0
未
満

3.
4以
上
～
3.
8未
満

3.
8以
上
～
4.
3未
満

4.
3以
上
～

従
業
員

2.
0未
満

2.
0以
上
～
2.
5未
満

2.
5以
上
～
2.
9未
満

2.
9以
上
～
3.
1未
満

3.
1以
上
～
3.
5未
満

3.
5以
上
～
4.
0未
満

2.
3未
満

2.
3以
上
～
2.
8未
満

2.
8以
上
～
3.
2未
満

3.
2以
上
～
3.
4未
満

領 域 ６

休
暇
福
利
厚
生

管
理
者
及
び
従
業
員
の
値
と
そ
の
記
号

領 域 ７
労
働
負
荷

2.
9
○

3.
1
○
-
3.
1

管
理
者

領 域 ３

仕
事
の
裁

量
性

領 域 ５

社
会
と
の

つ
な
が
り

処
遇

領 域 ４
1.
8
▲

キ
ャ
リ
ア

形
成
人
材
育
成

領 域 １

「評
」欄
の
意
味

従
業
員

-0
.1
以
上
～
 0
.1
未
満

0.
1以
上
～
 0
.3
未
満

□

-1
.0
未
満

-1
.0
以
上
～
 -
0.
5未
満

-0
.5
以
上
～
 -
0.
1未
満

意
識
差
の
大
き
さ
と
そ
の
記
号

　
従
業
員
は
標
準
値
未
満
で
あ
る
が
標
準
範
囲
内

で
あ
り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。

管
理
者
の
ほ
う
が
よ
り
快
適
感
が
低
い
。
大
き
な

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快
適

感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ
る
。

領 域 ２
人
間
関
係

意
識
差

管
理
者
従
業
員

意
識
差

1.
9
▲

2.
7
○
-

2.
9
○
-
3.
5
◎

◇

3.
3
○
+

-0
.8
□
-

-0
.6
□
-

-0
.7
□
-

◎

2.
9
○
-
3.
0
○

2.
9
○
-

-0
.1

2.
6
△

0.
0

3.
0
○
-1
.2

図
表
３
　
各
領
域
及
び
各
設
問
の
結
果

○
+
0.
0
◎

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
を
上
回
っ
て
お
り
、
管
理

者
は
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
従
業
員
の
ほ
う
が
管

理
者
よ
り
高
い
。

良
好
な
快
適
感
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
が
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
は
標
準
範
囲
を
下
回
っ
て
い
る
。
従
業

員
の
ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き

な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者
の
快

適
感
の
低
い
理
由
に
よ
っ
て
は
対
応
が
望
ま
れ

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
る
。
従
業
員
の

ほ
う
が
管
理
者
よ
り
快
適
感
が
高
い
。
大
き
な
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
ほ
ぼ
標
準
値
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
、
両
者
の
意
識
差

は
小
さ
い
。

大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
員
は
標
準
範
囲
内
で
標
準
値
以
上
で
あ

り
、
管
理
者
も
標
準
範
囲
内
で
あ
り
、
両
者
の
意
識

差
は
小
さ
い
。
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

管
理
者

従
業
員

部
署
③
　
2名

管
理
者
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付属資料１ 
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職場のソフト面の快適化のすすめ 

はじめに 

快適職場 

職場の課題 快適職場調査 

改善の取組み 

トップの方針 

課題の検討
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第１ 快適職場づくりにおけるソフト面 
１ 労働者のストレスの状況 

２ 快適職場づくりのハード面とソフト面 

（１）労働衛生の新しい流れ 

（２）快適職場づくりにおけるソフト面 

（３）ソフト面の快適職場づくりの意義 

仕事や職業生活に関する強い不安、悩み、ストレスの有無

ある
58%

ない
41%

不明
1%

仕事や職業生活に関する強い不安、悩み、ストレスの内容

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

職
場
の
人
間
関
係

仕
事
の
質

仕
事
の
量

会
社
の
将
来
性

仕
事

へ
の
適
性

昇
進

、
昇
給

定
年
後
の
仕
事

、
老
後

雇
用
の
安
定
性

配
置
転
換

事
故
や
災
害
の
経
験

そ
の
他

不
明

％
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３ ソフト面の７領域 

領域１ キャリア形成・人材育成

領域２ 人間関係

快適職場 
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領域３ 仕事の裁量性

領域４ 処遇

領域５ 社会とのつながり

領域６ 休暇・福利厚生

領域７ 労働負荷
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第２ ソフト面の快適職場づくりの現状 
１ 快適職場づくりのソフト面に関する企業の意識 

 

２ ソフト面の快適職場づくりの企業の対応とニーズ 

ソフト面の取組みの必要性

73.6%

24.5%

1.9%

今後は必要 どちらとも言えない 今後も必要ない

快適職場づくりに影響が大きいと思う側面（複数回答）

78.6%

50.4%

50.1%

43.6%

36.8%

23.6%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人間関係

キャリア形成・人材育成

労働負荷

休暇・福利厚生

処遇

仕事の裁量性

社会とのつながり

事業所側と従業員側の評定値の違い

1

2

3

4

5

キャリア
形成・
人材育成

人間関係 仕事の
裁量性

処遇 社会との
つながり

休暇・
福利厚生

労働負荷

平
均
値

事業所側 従業員側
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第３ ソフト面の快適職場づくりの進め方 
１ 基本的考え方 

 

２ 基本的な手順 

（１）方針の決定・体制の整備等 

（２）快適職場調査の実施と分析 

1

2

3

4

5

キャリア
形成・
人材育成

人間関係 仕事の
裁量性

処遇 社会との
つながり

休暇・
福利厚生

労働負荷

事業所側 従業員側
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（３）対策の樹立と実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

①トップによる取組み実施の決定

②推進スタッフの選任等

③快適職場づくりの周知、キャン
ペーン等の実施

①快適職場調査の実施

②集計結果の評価・分析

③評価・分析結果の報告等

①問題点・課題の抽出、整理

②改善策の検討、立案

③改善策の決定と実行

１　方針の決定・体制の整備等

２　快適職場調査の実施と分析

３　対策の樹立と実行

基本的な手順
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３ 領域ごとの改善策立案上のポイント 

領域１ キャリア形成・人材育成 

領域２ 人間関係 

領域３ 仕事の裁量性 
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領域４ 処遇 

 
領域５ 社会とのつながり 

領域６ 休暇・福利厚生 
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領域７ 労働負荷 

４ 快適職場とメンタルヘルス 
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快適職場調査（ソフト面） 
①快適職場調査の概要 

②快適職場調査の特徴 



232

③集計結果の見方とわかること 

④快適職場調査（ソフト面）の実施にあたっての留意事項 

チェックシートの活用の工夫 
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1

2

3

4

5

キャリア
形成・
人材育成

人間関係 仕事の
裁量性

処遇 社会との
つながり

休暇・
福利厚生

労働負荷

事業所側 従業員側

例２ 標準値との差に着目

1

2

3

4

5

キャリア
形成・
人材育成

人間関係 仕事の
裁量性

処遇 社会との
つながり

休暇・
福利厚生

労働負荷

事業所側 従業員側

例 3 平均値のバランスに着目

例１ 事業所側と従業員側の意識差に着目 

1

2

3

4

5

キャリア
形成・
人材育成

人間関係 仕事の
裁量性

処遇 社会との
つながり

休暇・
福利厚生

労働負荷

事業所側 従業員側

1

2

3

4

5

キャリア
形成・
人材育成

人間関係 仕事の
裁量性

処遇 社会との
つながり

休暇・
福利厚生

労働負荷

事業所側 従業員側

例４ 平均値の低い領域が複数箇所に 

見られるかどうかに着目 





下記の設問について、該当すると思う個所に○を付けてください。

全
く
あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い

全
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

領域１
1 意欲を引き出したり、キャリア形成に役立つ教育が行われている。 5 4 3 2 1
2 若いうちから将来の進路を考えて人事管理が行われている。 5 4 3 2 1
3 グループや個人ごとに、教育・訓練の目標が明確にされている。 5 4 3 2 1
4 この職場では、誰でも必要なときに必要な教育・訓練がうけられる。 5 4 3 2 1
5 この職場では、従業員を育てることが大切だと考えられている。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域１ 合計 点 ÷５＝ 点
領域２
6 上司は、仕事に困ったときに頼りになる。 5 4 3 2 1
7 上司は、部下の状況に理解を示してくれる。 5 4 3 2 1
8 上司や同僚と気軽に話ができる。 5 4 3 2 1
9 この職場では、上司と部下が気兼ねのない関係にある。 5 4 3 2 1
10 上司は、仕事がうまく行くように配慮や手助けをしてくれる。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域２ 合計 点 ÷５＝ 点
領域３
11 自分の新しいアイデアで仕事を進めることができる。 5 4 3 2 1
12 仕事の目標を自分で立て、自由裁量で進めることができる。 5 4 3 2 1
13 自分のやり方と責任で仕事ができる。 5 4 3 2 1
14 仕事の計画、決定、進め方を自分で決めることができる。 5 4 3 2 1
15 自分の好きなペースで仕事ができる。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域３ 合計 点 ÷５＝ 点
領域４
16 世間的に見劣りしない給料がもらえる。 5 4 3 2 1
17 働きに見合った給料がもらえる。 5 4 3 2 1
18 地位に合った報酬を得ている。 5 4 3 2 1
19 給料の決め方は、公平である。 5 4 3 2 1
20 この会社の経営は、うまくいっている。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域４ 合計 点 ÷５＝ 点
領域５
21 自分の仕事は、よりよい社会を築くのに役立っている。 5 4 3 2 1
22 自分の仕事が、社会と繋がっていることを実感できる。 5 4 3 2 1
23 自分の仕事は、世間から高い評価を得ている。 5 4 3 2 1
24 自分の仕事に関連することが、新聞やテレビによくでる。 5 4 3 2 1
25 今の職場やこの仕事にかかわる一員であることに、誇りに思っている。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域５ 合計 点 ÷５＝ 点
領域６
26 この職場には、世間よりも長い夏期休暇や年次休暇がある。 5 4 3 2 1
27 この職場では、産休、育児休暇、介護休暇がとりやすい。 5 4 3 2 1
28 この職場では、年次有給休暇を取りやすい制度や雰囲気がある。 5 4 3 2 1
29 この職場には、心や身体の健康相談にのってくれる専門スタッフがいる。 5 4 3 2 1
30 心や身体の健康相談のために、社外の医療機関などを気軽に利用できる。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域６ 合計 点 ÷５＝ 点
領域７
31 仕事はいつも時間内に処理できる。 5 4 3 2 1
32 全体として仕事の量と質は、適当だと思う。 5 4 3 2 1
33 残業、休日、休暇を含めていまの労働は適当だと思う。 5 4 3 2 1
34 翌日までに仕事の疲れを残すことはない。 5 4 3 2 1
35 家に仕事を持ち帰ったことはめったにない。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域７ 合計 点 ÷５＝ 点

領域１～領域７の合計点を合計した数を35で割り小数点第１位まで記入してください。総合計 点 ÷35＝ 点

快適職場調査（ソフト面）
働きやすい職場づくりのための





下記の設問について、該当すると思う個所に○を付けてください。
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領域１
1 意欲を引き出したり、キャリア形成に役立つ教育が行われている。 5 4 3 2 1
2 若いうちから将来の進路を考えて人事管理が行われている。 5 4 3 2 1
3 グループや個人ごとに、教育・訓練の目標が明確にされている。 5 4 3 2 1
4 この職場では、誰でも必要なときに必要な教育・訓練がうけられる。 5 4 3 2 1
5 この職場では、従業員を育てることが大切だと考えられている。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域１ 合計 点 ÷５＝ 点
領域２
6 上司は、仕事に困ったときに頼りになる。 5 4 3 2 1
7 上司は、部下の状況に理解を示してくれる。 5 4 3 2 1
8 上司や同僚と気軽に話ができる。 5 4 3 2 1
9 この職場では、上司と部下が気兼ねのない関係にある。 5 4 3 2 1
10 上司は、仕事がうまく行くように配慮や手助けをしてくれる。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域２ 合計 点 ÷５＝ 点
領域３
11 自分の新しいアイデアで仕事を進めることができる。 5 4 3 2 1
12 仕事の目標を自分で立て、自由裁量で進めることができる。 5 4 3 2 1
13 自分のやり方と責任で仕事ができる。 5 4 3 2 1
14 仕事の計画、決定、進め方を自分で決めることができる。 5 4 3 2 1
15 自分の好きなペースで仕事ができる。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域３ 合計 点 ÷５＝ 点
領域４
16 世間的に見劣りしない給料がもらえる。 5 4 3 2 1
17 働きに見合った給料がもらえる。 5 4 3 2 1
18 地位に合った報酬を得ている。 5 4 3 2 1
19 給料の決め方は、公平である。 5 4 3 2 1
20 この会社の経営は、うまくいっている。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域４ 合計 点 ÷５＝ 点
領域５
21 自分の仕事は、よりよい社会を築くのに役立っている。 5 4 3 2 1
22 自分の仕事が、社会と繋がっていることを実感できる。 5 4 3 2 1
23 自分の仕事は、世間から高い評価を得ている。 5 4 3 2 1
24 自分の仕事に関連することが、新聞やテレビによくでる。 5 4 3 2 1
25 今の職場やこの仕事にかかわる一員であることに、誇りに思っている。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域５ 合計 点 ÷５＝ 点
領域６
26 この職場には、世間よりも長い夏期休暇や年次休暇がある。 5 4 3 2 1
27 この職場では、産休、育児休暇、介護休暇がとりやすい。 5 4 3 2 1
28 この職場では、年次有給休暇を取りやすい制度や雰囲気がある。 5 4 3 2 1
29 この職場には、心や身体の健康相談にのってくれる専門スタッフがいる。 5 4 3 2 1
30 心や身体の健康相談のために、社外の医療機関などを気軽に利用できる。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域６ 合計 点 ÷５＝ 点
領域７
31 仕事はいつも時間内に処理できる。 5 4 3 2 1
32 全体として仕事の量と質は、適当だと思う。 5 4 3 2 1
33 残業、休日、休暇を含めていまの労働は適当だと思う。 5 4 3 2 1
34 翌日までに仕事の疲れを残すことはない。 5 4 3 2 1
35 家に仕事を持ち帰ったことはめったにない。 5 4 3 2 1

○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域７ 合計 点 ÷５＝ 点

領域１～領域７の合計点を合計した数を35で割り小数点第１位まで記入してください。総合計 点 ÷35＝ 点

快適職場調査（ソフト面）
働きやすい職場づくりのための
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<領域１> <領域２> <領域３> <領域４> <領域５> <領域６> <領域７>
ｷｬﾘｱ形成
人材育成 人間関係 仕事の裁量

性 処遇 社会とのつ
ながり

休暇
福利厚生 労働負荷 総合計

─●─事業所
─■─従業員

「チェックシートⅠ」（事業所用）、「チェックシートⅡ」（従業員用）の集計をした結果

働きやすい職場づくりのための

プロフィール

領域１～領域７及び総合計の点数（平均値）を枠内のそれぞれの位置にプロットして線で
結んでください。

快適職場調査（ソフト面）



付属資料２ 







事業場 中災防（委員会） 促進員



















日 時 平成 21 年 10 月 22 日（木）10：00 ～ 16:00 

会 場 川口駅前市民ホール フレンディア（キュポ・ラ本館４階）

主 催 厚生労働省

中央労働災害防止協会 中央快適職場推進センター

埼玉快適職場推進センター

快快適適職職場場フフォォーーララムム
～～  活活力力ああるる働働ききややすすいい職職場場づづくくりりののたためめにに  ～～

◆新型インフルエンザ対策へのご協力のお願い◆ 

発熱、咳等の新型インフルエンザ様症状は見られませんか。 

新型インフルエンザの国内感染者の発生状況を受け、38 度以上の発熱、咳等の新型

インフルエンザ様症状が見られる方には、感染拡大防止の観点から、当フォーラムへ

の参加をご遠慮いただきますようご配慮をお願いしています。 

参加中にこのような症状が現れたときは、速やかにお近くの運営スタッフにお申し

出ください。なお、受付けに本日受診可能な医療機関一覧を用意しております。 

・会場入口に、手洗い用消毒液を用意していますので活用ください。 

・非接触型体温計を用意していますのでご利用になられたい方は運営スタッフまで

お申し出ください。 

・咳をされている方は、マスクの着用をお願いします。 

参考資料 



「快適職場フォーラム 」プログラム 目次

            日時：平成 21年 10 月 22 日（木） 

                      場所：川口駅前市民ホール フレンディア 

10:00(10 分) 開会挨拶 厚生労働省 / 中央労働災害防止協会 

10:10(25 分) 事例発表①   「設備改修による作業環境の整備と快適職場への取り組み」  

 
株式会社 北川鉄工所 東京工場 総務課 課長 細川 徹 

10:35（25 分） 事例発表②   「地域に愛される快適職場への取り組み」  

 
埼玉建興株式会社 建設本部 次長 田中 孝和 

11:00(60 分) 講 演 Ⅰ 「タバコフリーな快適職場をつくるコツ」  

 国立がんセンター研究所 たばこ政策研究プロジェクト プロジェクトリーダー 望月 友美子 

12:00 昼食休憩   

13:00(60 分) 講 演 Ⅱ 「「職場の人間的側面の快適化のすすめ」  

 

～働きやすい職場づくりのための快適職場調査(ソフト面)とその活用～ 

東京成徳大学大学院 客員教授 
木村 周 

14:10(110 分) シンポジウム 「「より働きやすく より社員がいきいきとする職場環境を目指して」 

～職場環境の心理的・制度的側面の快適化～ 

 

  シンポジスト   

  コーディネーター 

    ①財団法人 日本生産性本部 参事  北浦 正行 

  ②イーエイチシーインク 代表 藤井 博 

  ③関西福祉科学大学大学院 / EAP 研究所 准教授 長見 まき子 

  ④厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課環境改善室長 亀澤 典子 

  

事例報告                                                 

   株式会社 KO UZIRO  総務人事課 課長 

 

竹内 次郎 

    

      

16:00 閉 会   
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